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◎開議の宣告

午前１０時００分 開議

〇議長（山本留義） ただいまから本日の会議を開

きます。

ただいまの出席議員は25人で定足数に達してお

ります。

◎諸般の報告

（ ） 、 、〇議長 山本留義 本日 諸般の報告については

特に申し上げる事項はありません。

〇議長（山本留義） 本日の会議は議事日程第２号

により議事を進めます。

◎日程第１ 一般質問

〇議長（山本留義） 日程第１ 一般質問を行いま

す。

質問の順序は、抽せんにより濵田栄子議員、目

時睦男議員、佐賀英生議員、東健而議員、工藤孝

夫議員、佐々木隆徳議員、池光弘議員、鎌田ち

よ子議員、斉藤孝昭議員、岡崎健吾議員、横垣成

年議員、浅利竹二郎議員の順となっております。

本日は、濵田栄子議員、目時睦男議員、佐賀英

生議員、東健而議員の一般質問を行います。

◎濵田栄子議員

〇議長（山本留義） まず、濵田栄子議員の登壇を

求めます。13番濵田栄子議員。

（13番 濵田栄子議員登壇）

〇13番（濵田栄子） おはようございます。むつ市

議会第217回定例会におきまして、２項目５点に

ついてご質問いたします。新生むつの濵田栄子で

ございます。理事者におかれましては、前向きな

ご答弁をいただきますようよろしくお願いいたし

ます。

暑く長いことしの夏も、ようやく季節は秋へと

バトンタッチされ、過ごしやすい日々となりまし

た。ことしは、豪雪の後は猛暑と異常気象に見舞

われ、春先はホタテの生育もおくれ、夏はイカ漁

も極端な不漁と燃油の急激な高騰が追い打ちをか

け、漁業者、加工業者は厳しい経営を強いられて

おります。秋漁の豊漁を心から願うところでござ

います。

地域の経済が厳しい中におきましても、９月に

入りまして大畑八幡宮、川内八幡宮、秋の例大祭

の準備がそれぞれの地域で着々と進められており

ます。およそ300年の歴史を誇る各地域のお祭り

や、そしてイベントが延々と次の世代に引き継が

れていくためには、何よりも若い方たちが安定し

て働ける職場を一つでも多くつくっていくことが

優先課題ではないかと考えております。次の時代

のこの地域のありようを考えたとき、数百年の時

空を生き抜いてきた巨樹、古木を通して、その進

むべき道を探ってみたいと思います。

質問の１点目、巨樹、古木の活用について。こ

の活用という言葉は、適切かどうかはわかりませ

んが、巨樹、古木は、近くに寄って触れ合うこと

は余り根にもよくなく、老化を早めることになり

ます。したがって、活用、遠くから見ること、ま

たそれを調査することなどを含めて活用という言

葉を使わせていただきました。

１点目の巨樹、古木の実態調査の実績について

お伺いいたします。むつ市のホームページにより

ますと、1988年、環境省、当時は環境庁だったの

、 、でしょうか 自然環境保全基礎調査の一環として

日本の巨樹、巨木林の調査を都道府県ごとに行っ

。 、 、た この調査は 地上から約130センチの位置で
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、１メーター30センチの位置で幹周りが300センチ

３メーター以上の樹木を対象とし、青森県からも

多くの巨樹、巨木林が調査され、下北では20本の

巨樹が記録されている。また、1994年には、青森

県樹木医会が、主に民有林を対象として県内の巨

樹、古木を調査し、下北では60本ほど、ただし幹

周り３メーター未満の古木などを含んでおります

が、記録されています。さらに、2000年には林野

庁が全国の国有林の巨樹の中から「森の巨人たち

百選」を選定し、下北からは脇野沢千年ヒバと薬

研のクリの大木おぐりの２本が選ばれています。

「しかし、未だ調査されていない巨樹・巨木林が

相当数存在すると考えられる。また、調査済みの

ものであっても生育環境等の生態的事項や信仰・

故事・伝承等の人文的事項については、限られた

人員や時間等により情報が不足している樹木もあ

り、更なる調査が必要とされている。このことか

ら、私たちは平成19年よりそれぞれの得意分野を

生かしながら、下北の巨樹・巨木林の調査に着手

した」ということが書かれております。この調査

をなさいましたメンバーを見てみますと、かつて

県が主導し、森の案内人という講習会がありまし

た、その中のメンバーが主なメンバーであると思

っております。

この調査により、先ほどもホームページにあり

ました大畑町葉色山国有林1164林班、薬研野営場

より約400メートルのところにあります、日本で

クリの木では３番目の巨木といわれ 幹周り7.8メ、

ーター、樹高27メーター、樹齢800年のクリの巨

木おぐりと、そして先ほど申し上げました脇野沢

村九艘泊源藤城国有林983林班にあります幹周り

618センチ、６メーター18センチ、樹高20メータ

ーの脇野沢千年ヒバなど、巨木百選に選ばれてお

ります。これらの２本の樹木を含め19本がさきの

調査で報告されています。さきの調査でも、まだ

不足している部分があるというふうに報告書にあ

りましたが、その後の調査の実績はどのようにな

っているのかお伺いいたします。

巨木の２点目をご質問いたします。巨樹、古木

を活用し、薬研地区を森林セラピーの場として活

用できないかということでご質問いたします。本

来セラピーとは、治療や療法を意味しますが、森

林セラピーとは、例えば抗生物質が肺炎を治すよ

うな特異的効果による治療を意味するものではあ

りません。高過ぎる緊張状態、強過ぎる交感神経

活動を沈静化させ、生理的リラックス状態をもた

らすことを目指しています。その結果、低下して

いた免疫力を高め、病気になりにくい体を手に入

れることができるという予防医学的見地に立った

概念と言えます。

森林セラピーを行うには、森林セラピー検定２

級をクリアし、講習を修了した者に与えられる森

林セラピーガイドと、検定１級をクリアし、筆記

試験と実技試験をクリアした者に与えられる森林

セラピストの資格を取る必要があります。また、

森林セラピー基地の審査を受ける必要もありま

す。薬研地区には、乙女橋を渡った森林軌道跡地

の遊歩道付近には、ミズナラの巨木たちが数本ゆ

ったりと森の中で息づいております。これからも

続くであろうストレス社会において、薬研地区は

すばらしい森林セラピーの基地になると思います

が、これを推し進める考えはないのでしょうか、

市長の考えをお伺いいたします。

巨樹、古木の３点目、巨樹、古木、森林の大切

さをアピールし、森づくりの林業の雇用拡大を目

指すべきと思うが、このことについてご質問いた

します。さきの議会でも申し述べましたとおり、

独立採算制であった林野会計が今年度より一般財

源化され、今後ますます予算の配分が多くなると

予想されます。ＣＯ の吸収、国土の保全、水源２

の涵養は喫緊の課題であり、より一層森づくりの

。 、林業に力を尽くさなければなりません むつ市は
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約８割が国有林であり、もちろん応分の予算はつ

くものと思われますが、巨樹、古木の力をかり、

より一層この地域が森を大切にしている地域であ

ることをアピールし、予算の確保に努め、林業の

雇用安定や拡大を目指すべきと思いますが、市長

の考えをお伺いいたします。

４点目は、巨樹、古木を活用し、歴史感のある

心の幅広い人材を育成すべきと思いますが、教育

委員会委員長にご質問いたします。

義務教育の中で、または生涯教育の中で巨樹、

古木と向き合う時間をつくっていただきたいと思

っております。自然と向き合うとき、人間は何と

小さな存在であるのか、巨木は一瞬にして私たち

にそれを伝えてくれるのではないでしょうか。私

たちは、人となって500万年が経過しましたが、

その99.99％は自然環境下で過ごしてきました。

その自然環境下において進化という過程を経て、

現代文明下にすむ今の人間となったわけで、元来

人間の体は自然対応用にできていると考えられて

います。さらに、人工化は急速に進んでおり、日

々ストレス状態に置かれていると言っても過言で

はないでしょう。町なかの１本の巨木に会いに行

くもよし、また森の中の巨木たちに会いに行くも

よし、幼木だったころの時代を想像するもよし、

教室では伝え切れなかったことを巨木は語ってく

れるのではないでしょうか。このことについて、

義務教育、生涯教育の場に巨木と触れ合う、巨木

と向き合う時間をつくっていただきたいと思い、

教育委員会委員長にご質問申し上げます。

次の２項目のサル被害対策についてご質問いた

します。このことは、地域からたくさんの苦情を

受けてのご質問となりました。電気柵がおくれて

いる先にサル被害が集中している、もちろんサル

は動きますし、知恵もあります。電気柵が設置さ

れていない場所に集中するのは当然のことであり

ます。市としても、財政の許す限り徐々に電気柵

を設置しているのはわかります、ご努力はわかり

ます。また、モンキードッグを使って追い上げを

していることも認識しておりますが、まだ解決さ

れていないその電気柵のないところにサルが集中

して困っているという地域の声を今後どのような

対策をとって解決しようとお思いでしょうか。市

長にお伺いいたします。

以上、２項目５点について壇上よりご質問いた

します。前向きなるご答弁をよろしくお願いいた

します。

〇議長（山本留義） 市長。

（宮下順一郎市長登壇）

〇市長（宮下順一郎） 濵田議員のご質問にお答え

いたします。

まず、巨樹、古木の活用についてのご質問の１

点目、巨樹、古木の実態調査の実績はあるのかと

いうご質問についてでございますが、平成20年度

むつ市文化財調査報告書に「下北の巨樹・巨木林

について」として、薬研のおぐり、脇野沢の千年

ヒバ、銀杏木の大イチョウなど、19本の巨木の調

査結果が掲載されております。また、林野庁では

平成12年に全国の国有林の巨樹の中から「森の巨

人たち百選」として、当市内では薬研のおぐり、

脇野沢千年ヒバの２本が選ばれており、環境省で

も自然環境保全基礎調査の一環として、日本の巨

樹、巨木林の調査で現在21本の巨樹、巨木が登録

されております。

次に、ご質問の２点目、巨樹、古木を活用し、

薬研地区を森林セラピーの場として活用できない

かというご質問でございますが、森林セラピーと

は病気の改善や健康増進、ストレス解消などを目

的に、欧米諸国で古くから行われている自然療法

の一つで、医学的な根拠に基づいた森林浴効果の

ことを指すものと理解しております。

日本における森林セラピーに関する取り組み

は、林野庁、森林総合研究所等が中心となり、平
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成16年に森林セラピー研究会を立ち上げ、検討を

始めております。その後ＮＰＯ法人森林セラピー

ソサエティに活動が引き継がれ、現在ではその団

体が森林セラピストや森林セラピー基地等の認定

を行っております。

森林が持つ癒やしの効果は、誰もが感覚的には

理解しているところですが、それを定量的に測定

して実証された場所が森林セラピー基地として認

定され、ふえ続ける医療費を抑制することにもつ

ながるという期待もあり、近年は各方面から注目

されているようです。

青森県内では、ことし深浦町の十二湖地域が森

林セラピー基地として認定されたほか、全国では

53カ所となっておりますが、そのためには多額の

費用を要し、森林セラピストの育成や活動プログ

ラム、またどの程度のニーズがあるか等、さまざ

まな課題があることも事実であります。さらに、

薬研地区は国民保養温泉地として指定されている

ことから、温泉の活用も考えられ、市といたしま

しては、地域づくり団体や地元町内会などと連携

しながら、今後の林野庁や森林セラピーソサエテ

ィ等の動向を注視し、注目すべき課題として研究

してまいりたいと思いますので、ご理解賜りたい

と存じます。

次に、ご質問の３点目、巨樹、古木、森林の大

切さをアピールし、森づくりの林業の雇用拡大を

目指すべきと思うが考えを問うというご質問でご

ざいますが、議員がおっしゃるように脇野沢の千

、 、年ヒバや薬研のおぐりに代表される巨樹 古木は

まさにこの地域を支えてきた森のシンボルでござ

います。これらのシンボルを保全しつつ広くアピ

ールしていくことは、森づくりにつながり、さら

には林業の活性化と雇用拡大につながるものであ

り、森林美学という観点からも重要なことである

と認識しております。

脇野沢の千年ヒバも薬研のおぐりも、地域の方

々のご努力によって保存されてきたと承知してお

ります。私は、これまでも事あるごとに、さまざ

まな場面で巨木のアピールをしてまいりました

が、今後はソーシャルネットワークサービスも活

用しながら、その地域の物語性を含めた総合的な

魅力を積極的に発信してまいりたいと思いますの

で、ご理解賜りたいと存じます。

次のご質問の４点目、巨樹、古木を活用し、歴

史感のある心の幅広い人材を育成すべきと思う

が、考えを問うということのご質問には、教育委

員会から答弁がございます。

次に、サル被害対策についてのご質問にお答え

いたします。電気柵の設置がおくれている畑にサ

ル被害が集中している、今後の対策を問うについ

。 、てであります 下北半島に生息するニホンザルは

人以外で最も北に生息する霊長類であり、昭和

45年に下北半島のサル及びサル生息北限地として

、 、国の天然記念物に指定され 保護が図られた結果

サルの個体類、個体数が年々増加し、むつ市全体

の生息数は、平成24年12月の生息調査において、

27群918頭が確認されております。このうち大畑

地区に生息しているサルの群れ及び個体数は14群

365頭であります。大畑地区のニホンザルによる

農作物被害対策としては、鳥獣被害対策実施隊員

を２名、モンキードッグ１頭を配置し、追い上げ

を行っているほか、第３次特定鳥獣保護管理計画

に基づく捕獲等を実施しているところでありま

す。

また、現地で被害調査を行い、被害の多い二枚

橋地区及び赤川地区等については、文化庁の補助

事業で順次電気柵を設置し、被害の軽減に努めて

いるところであります。

しかしながら、ことしはサルの行動域に変化が

見られ、これまで出没していない地区にも出没し

ているほか、電気柵を設置していない畑地に出没

し、農作物の被害が拡大しております。
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被害が集中した７月から８月にかけては、モン

キードッグを２頭体制にするとともに、実施隊員

のほか担当職員等も加わり追い上げの強化を図

り、被害軽減に努めているところであります。

今後の対策といたしましては、これまでどおり

被害対策実施隊員及びモンキードッグを活用した

追い上げを実施するほか、大畑道地区に２カ所、

涌館地区に１カ所、新たに電気柵の設置を計画し

ておりますので、被害の軽減が図られるものと考

えております。

また、第３次特定鳥獣保護管理計画に基づき、

むつ市分として、特に被害を与えている２群50頭

の群れ捕獲を含む219頭の捕獲を文化庁に現在申

請中であり、許可がおり次第捕獲に努めてまいり

ますので、ご理解を賜りたいと存じます。

〇議長（山本留義） 教育長。

（遠島 進教育長登壇）

〇教育長（遠島 進） 濵田議員の巨樹、古木の活

用についてのご質問にお答えします。

ご質問の４点目、巨樹、古木を活用し、歴史感

のある心の幅広い人材を育成すべきと思うが、考

えを問うについてであります。議員ご指摘のとお

り、屋久杉が世界遺産に指定されたり、林野庁で

「森の巨人たち百選」を選定したりと巨樹、古木

に対する関心が高まっております。しっかりと大

地に根をおろした根張り、そして幹の力強さ、枝

ぶり、樹皮の風合いなど、悠久の時を越えて存在

する凜としたその姿に深く畏敬の念を抱き、人生

観を揺さぶられるとも言われております。ぜひむ

つ市の子供たちにも体験させたいと願う議員のお

考えには共鳴できるものがございます。

このような自然体験を通して生命をとうとび、

自然を大切にし、地域や地球環境の保全に寄与す

る態度を養う教育として、現在各学校におきまし

ては環境教育の推進が図られております。環境教

育におきましては、各学年で身近な地域の環境問

題から地球温暖化など地球規模の問題まで、さま

ざまな題材を取り扱います。各学校では、自らの

地域や地球環境そのものを教科書として、子供の

実態に応じた指導計画を作成し、環境教育に取り

組んでいるところであります。

議員ご指摘の巨樹、古木の学校教育への活用と

いうことにつきましても、このような環境教育の

一環として取り入れている事例があります。現在

環境教育の中で森林を活用して体験的に学んでい

る例として、昨年度大畑小学校の５年生が総合的

な学習の時間において 「大畑の魅力探検」と題、

し、地域の産業であるヒバ細工を体験しながら、

地域の森林や巨樹であるおぐりについて学んでお

ります。さらに、今年度６年生になった子供たち

は、ぜひ実際におぐりの木に会ってみたいという

ことで、10月に体験学習を予定しております。こ

のようにそれぞれの学校におきましては、地域や

生活の中から教材を開発したり、体験活動を実施

したりしながら、自らの問題として課題を解決し

ていくことによって、子供たちが環境や人間との

かかわりについて関心と理解を深め、環境に対す

る豊かな感受性を養うことができるように努めて

おります。

しかしながら、子供の実態や地域の自然環境は

それぞれの学校で異なることから、何を素材とし

てどのように学ばせるかにつきましては、あくま

でも各学校の実情に応じて、各学校の判断に委ね

られるべきものと考えております。教育委員会と

いたしましては、巨樹、古木の教育的な価値を認

識しておりますことから、各学校の環境教育への

取り組みがより一層充実したものとなるよう、情

報提供など各学校への支援体制を充実させてまい

りたいと考えておりますので、ご理解を賜りたい

と存じます。

〇議長（山本留義） 13番。

〇13番（濵田栄子） 順番はちょっと不同になりま
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すけれども、ただいま教育長のほうからご答弁い

ただきました人材の活用については、私たまたま

、 、きのう 大畑小学校へ出かける用事がありまして

校長先生のほうからおぐりへ上るということのお

話を聞いて、とてもうれしく思って帰ったところ

でございます。ただ、大畑だけでなく、やはり全

体的なむつ市の子供たちに同じような体験をして

いただきたいというのが私の思いでありますの

で、教育長が資料を提供していただき、支援体制

をとっていただくということですので、とても心

強く思っております。ありがとうございます。必

ずおぐりに来てくださいということではございま

せん。ここに報告書にもありますように、これは

民間の方のお宅にあるようですが、むつ市横迎町

のイチョウ、中里家の６メーター83センチ、樹高

12メーター、樹齢は推定500年という、天神様の

木というのがここにあります。やっぱりすぐ近く

にも、たくさん市内にも巨木がありますので、そ

の自分の近くの、例えば川内ですと銀杏木の大イ

チョウもあります。自分の近くの巨木を活用した

そういう環境教育もしていただきたいなと思いま

す。

教育長のお気持ちはよくわかりましたが、市長

はこのことについてはどのようにお考えかお聞か

せください。

〇議長（山本留義） 市長。

〇市長（宮下順一郎） 教育分野についての、学校

、 、教育の中でのお答えは 教育長の答弁に尽きると

このように思いますけれども、やはり人生を、私

はまだよわい還暦を過ぎたばかりですので、なか

なかそういうふうな見識だとかそれを持ち合わせ

ておりませんけれども、人生を語るときには、や

はり巨樹、古木というふうなこと、これがやはり

一つの例えといいますか、一つのケースとして語

られるというふうな場面が非常に私は多いのでは

ないかなと、このように思います。

そしてまた、歴史観とかそういうふうな部分に

、 、 、ついては これを分析してみますと やはり巨樹

古木を人生観と重ねていく場合と、そしてまた環

境、人と巨樹、古木、環境と、そういうふうな２

つのルートが考えられるのではないかと、私はそ

ういうふうに今の教育長のお話を伺い、また濵田

議員のお話を伺いながらそのように、２つに限る

ことはできないと思うのですけれども、２つの道

筋が考えられるのではないかと、私はそういうふ

うに思います。

そしてまた、この部分において、巨樹、古木に

ついては、私も積極的にこれからお話を、壇上で

お話をしましたように、ソーシャルネットワーク

システム等々を使いながら、また濵田議員もご承

知のとおりホームページ等々でもお知らせをして

おります。また、昨年だったでしょうか、一昨年

だったでしょうか、私自身が田名部まつりの番組

に出演する際に、むつ市の誇り得るものとして銀

杏木の大イチョウだとか、そういうふうなものも

。 、ご紹介をさせていただいております その際には

たしか薬研のおぐり、そしてまた脇野沢の千年ヒ

バ、この部分も画像として流させていただいたと

いうふうな記憶もありますので、積極的にそうい

うふうな形で市内、市外に向けての発信は続けて

いきたいと、このように思います。

また、この巨樹、古木については映画で、むつ

市出身のプロデューサーの方が「蘇りの血」とい

、 、うふうなことで 小栗判官の場面がございまして

そのときに薬研でロケをし、そして映画として誕

生しているところでもあります。

そしてまた、さきの定例会でお話がございまし

たように旧第二田名部小学校の代官山公園、あそ

こにご提言がございました、看板をこれから設置

するということでお答えをいたしましたように、

その看板の中には「こうやまき 、この部分をし」

っかりと表示をして、その「こうやまき」を守っ
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ていこうという意識、そういうふうなものも醸成

、 、をしていきたいというふうなことで やはり巨樹

、 、 、古木 人生観の中では そういうふうな意味での

教育長の答弁をおかりいたしますと、大地に根を

おろした根張り、そして幹の力強さ、枝ぶり、樹

皮の風合いというふうなことで、悠久の時を越え

て存在する凜としたというふうな、そういうふう

なことを子供たちに伝えることによって、さまざ

まな人間を涵養する部分で大いに役立つものと、

私はこのように認識をいたしております。

この程度でよろしゅうございますか。

〇議長（山本留義） 13番。

〇13番（濵田栄子） ご丁寧なご答弁、ありがとう

ございます。

まず、市長も巨樹、古木に対しては、本当に私

たちに大きな影響を与えてくれる、感動を与えて

くれるという存在であることを、今端的ではあり

ますが、お話ししていただきました。そして、こ

の巨樹、古木というのは、やはり山の中にあるも

のは、それはそれで息づいていきますが、町なか

に出てしまった巨樹、古木というのは、私たちが

十分気をつけてあげないと、老化を早めたり傷め

たりしてしまいます。ですから、町なかにある、

先ほどおっしゃいました「こうやまき」とか、民

間ではありますが、イチョウの木とか、町なかに

１本残ってしまった巨木などは、例えば文化財指

定して保護するということも少しは頭の中に入れ

ておいていただいてもよいのではないかなと思い

ますが、そのことについて市長はどうお考えかお

答えください。

〇議長（山本留義） 市長。

〇市長（宮下順一郎） 文化財の指定というふうな

ことになりますと、文化財審議会等々を経て指定

をされるわけでございますので、議場の中で濵田

議員からこういうふうなご発言があった旨は、そ

の審議会等々にお諮りをしていく場面も出てくる

ことになろうかと思います。

ただ、個人の私有財産でございますので、この

部分で、その敷地内に入るとか、さまざまな制限

等がございます。また、それぞれの所有者のお考

、 、えもあろうかと思いますし 巨樹になってくると

非常に周辺にご迷惑をかけるというふうな方も、

またお考えをお持ちの方もありますでしょうし、

周辺のお考えもまた出てくるのではないかと。し

かしながら、公有地、また国有林、そういうふう

なものに所在する巨樹、古木等については、しっ

かりとさまざまな山を歩く方々のその情報等も市

としてキャッチをして、巨樹、古木を大切にして

いこうという、そういうふうな機運の醸成、これ

に相努めていきたいと、このように思います。

〇議長（山本留義） 13番。

〇13番（濵田栄子） 今市長は、でき得る限りの努

力をなさっていただくというように私受けとめま

したので、ありがとうございます。

それから、巨樹、古木のアピールのほうですけ

、 、れども これはちょっと順番が不同になりまして

申しわけありません。ソーシャルネットワークシ

ステム等を使って発信と言いましたけれども、ソ

ーシャルネットワークシステム、若い方たちや、

学生さんたちはネットは十分使えるのですけれど

も、まだネットの環境にない方たちもあろうかと

、 、思いますので 何とか広報等に写真を載せるとか

時にはシリーズをやるとかということもお願いし

たいなと思います。

それから、きょう一番私大事に思っていました

のは、森林セラピーのことで、きょうは市長から

いいお話を聞きたいなと思って質問に立ちまし

た。実は私も、五、六年前ですけれども、少し勉

、 。強しようかなと思いまして 参考書を買いました

なかなか個人の力でできるものには少し限界があ

りまして、やはり次の時代、今ストレス社会と言

われておりますので、何とか、例えば病気を予防
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する、このセラピーというのは、先ほど申し上げ

ましたように、即効的なものではありません。未

病の状態の病気を健康な状態に戻すという、その

ための森林セラピーでございます。ですから、何

とかこれは進めていただきたいなと。確かにお金

はかかります。けれども、たとえ1,000万円かか

ったとして、これを例えば医療費と、病気の予防

と考えた場合は安い使い方ではないかなと思いま

す。セラピー基地の整備にお金はかかります。け

れども、今使っている遊歩道を使って、例えば遊

歩道の周りに、実は薬研の地域、先ほども申し上

げましたけれども、まだ誰も気のつかないミズナ

ラの４メーター、５メーター級の巨木がほんの森

林軌道のすぐそばにぞろぞろというか、続々とい

うか、立ち並んでおります。森林と巨木、そして

その奥にはトンネル、隧道といいますか、人力の

みで掘った隧道、90メーターの隧道でしたか、あ

ります。あのコースを使えば、そんなにお金をか

けずに基地の申請ができるのではないかなと思い

、 、 、 。ますので その辺のところ 市長 どうでしょう

〇議長（山本留義） 市長。

〇市長（宮下順一郎） この森林セラピーというふ

うなことは、先ほど壇上でもお答えいたしました

ように、非常に注目すべき課題として研究はさせ

ていただきたいと、こういうふうに答弁をいたし

ました。やはり非常に研究する余地のあるもので

あると。これは、森林浴よりも一歩進んだ形の森

林セラピーというふうなことでございますので、

私も議会が開会しますと、非常に緊張の毎日、そ

してまたひととき、ひとときというふうなことを

過ごしているわけでございますので、議会が終わ

ったら薬研に行って足湯につかり、そしてまた隧

道のほうに足を伸ばして森林浴をしっかりと受け

て、そしてまたリフレッシュして次の議会に向か

っていきたいと、行政を進めていく一つの大きな

エネルギーになっておるところでございますの

で、そういう意味での森林セラピー、この部分に

ついては注目すべき課題というふうなことをお答

えしたとおりでございます。

さらに、この薬研温泉は国民保養温泉地という

ことで指定を受けておるわけでございますので、

たしか温泉でのセラピーはタラソセラピーという

ふうな形での表現もございます。そういうふうな

ことで、タラソセラピーとこの森林セラピー、こ

ういうふうなものをミックスして、ひとつこれは

やはり研究するべきものと、私はこのように考え

ております。

現在薬研地区では若い人たちがＮＰＯ法人をつ

くり、さまざまな活動をしておるわけでございま

すので、その地域づくりの団体とか、地元の町内

会の皆さん方とどういうふうなことが連携してこ

の森林セラピーというふうなこと、そしてまたタ

ラソセラピー、こういうふうなものを、あと間も

なく２年もしますと、薬研温泉開湯400周年とい

うふうな非常に記念すべき年になるわけでござい

ますので、その400年にキックオフをするのか、

そういうふうなことも事業としてどういうふうな

ことが可能なのか、十分この部分については研究

を重ねていきたいと、このように思うところでご

ざいます。

〇議長（山本留義） 13番。

〇13番（濵田栄子） 十分に研究を重ねてくださる

ということですので、本当にありがとうございま

す。

やはりこのセラピー、ドイツのほうでは200年

ほど前から行われているようですが、向こうのほ

うは単層林といいますか、針葉樹だったら針葉樹

という森が多いようでした。それを今混交林に変

えている。２割８割の林相を４割６割の林相に変

。 、 。えつつあると 薬研地域 今既にもう混交林です

紅葉の時期に行きますとよくわかるように、緑と

赤と黄色のコントラストがとってもきれいに出て
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きます。ですから、もう条件は十分に備えている

ものと思っております。どうぞ一歩一歩進めてい

ただきますようお願いいたします。

また、これは単発的な見方をしますと、確かに

単発的に終わりますけれども、もっと広く考えま

すと、また一つの産業に発展していく。観光は観

、 、光ということですけれども 今度は医療を含めた

そういうツアーの企画等も組めるのではないかな

と思います。本来であれば、このセラピストはメ

ンタルヘルス科の先生とともに連携をとりながら

進めていくというのが正確な進め方でございま

す。ですから、やはり都会の人々のそういうまだ

病気にならない未病の段階、メンタルヘルス科に

通うだけで治療を済ませている方たちの、やっぱ

りそういう方たちのツアーを組むということもこ

れから大きなまたそういう産業という形に発展し

ていく可能性も私秘めていると思います。ですか

ら、きょうは、ちょっとしつこく市長に向かって

いるのですけれども、市長は十分多分そのくらい

のところは、頭の切れる方ですので、もうわかっ

ていながらも、言葉を選びながらご答弁している

と思いますので、この辺はこれで終わります。

次に、サル被害についてご質問いたします。地

域の方の声をいま一度言わせていただきますと、

モンキードッグ、サルも本当に賢い動物でして、

モンキードッグが来る前にもう来て野菜をとって

いくというのがサルの行動なのだそうです。これ

は、もう本当に追っかけごっこですので、今のご

答弁ですと、これから大畑道や涌館地域に順次電

気柵を設置ということでしたので、この辺に関し

てはよろしくお願いいたします。

あと捕獲ということを今お話しされましたが、

、 、一時捕獲しても また順次ふえていくというのが

その作用ではないかなと思いますので、私も実は

サルの捕獲をして、避妊手術ということを考えま

した。当初は雄だけと思いましたけれども、それ

は男女平等参画社会の中で平等ではないので、雄

雌どちらも、コストは違いますけれども、徹底し

て、もう天然記念物の指定を受けていますので、

国と交渉しながら、やはり避妊手術の費用をいた

だいてほしいなと思うのです。これは、もう絶滅

させるわけにはいかない、調整していかなければ

ならないわけですので、それを割合はどこまで来

るかわかりませんけれども、その避妊手術につい

ては、市長、どのようにお考えですか。もう既に

進んでいるところもあります。

〇議長（山本留義） 市長。

〇市長（宮下順一郎） 当市では、この第３次特定

鳥獣保護管理計画に基づきまして、むつ市に与え

られている分といたしまして、被害を与えている

、２群50頭の群れ捕獲を含みまして219頭の捕獲を

これ文化庁に現在申請をしておりますので、この

許可がおり次第、できるだけ早くおろしていただ

くようにさまざまなルートでお願いしておりま

す。11月ごろになるのではないかなと推測をして

おりますけれども。

あくまでもこの部分においては、他の例という

ふうなのは、これはうちのほうのサルとちょっと

違うあれではないかなと思うのです。うちのほう

は、天然記念物でございますので、そういうふう

なことが可能なのかどうか、今濵田議員がお話し

のようなさまざまな手術等を加えて制限を加える

というふうなことは、対応はしていないというふ

うなことでございますので、やはりこの部分につ

いては捕獲をまず優先として考えていきたいと、

このように思います。

〇議長（山本留義） 13番。

〇13番（濵田栄子） 数日前の新聞にもありました

が、それは私の見間違いだったのでしょう。もう

一度確認してきます。

でも、していなくても、それを、これから捕獲

をした後の命はもう、大体サルの命は決まってい
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るわけですけれども、それを同じことを毎年繰り

返すというのは、とても殺生するというのは苦し

いことではないかなと思います。長い時間をかけ

て、サルを少しずつ頭数を制限していくというこ

とが適切ではないかなと思いますので、どうぞ、

していないと言うかもしれませんが、探ってみる

ということも必要ではないかなと、相談してみる

ことも必要ではないかなと思いますので、市長、

ご答弁、もう一度お願いします。

〇議長（山本留義） 市長。

〇市長（宮下順一郎） 学術的に、非常に生物学的

に価値が高いものと、貴重なものであるというふ

うな形で、この天然記念物に指定をされておるわ

けでございまして、この部分においては、例えば

集団遺伝子調査だとか、それから疾病調査、寄生

虫調査、それから放射線被曝調査、さらに妊娠率

調査等というふうなことがございますので、そこ

に人工的な、人間のさまざまなこの部分において

、 、の操作をするというふうなことは やはり学術的

生物学的な貴重なものというふうな部分では、そ

の研究に阻害をするというふうな判断があるもの

ではないかと、このように推測をしております。

そういう意味で、地域個体群の適正な保護管理

をしなければいけないと、こういうふうな状況で

ありますので、ただ離れザルだとか、悪さをする

サル、この部分においては文化庁に申請をし、こ

の部分において捕獲をしていくというふうなこと

でご理解を賜りたいと、このように思います。

〇議長（山本留義） 13番。

〇13番（濵田栄子） 現段階では、できないという

ことですので、ただこれから長いスパンで私たち

がサルと共生していくためには、根本的なやはり

解決方法が必要ではないかと思いますので、それ

はもう一度市長に、よそではしていなくてもしな

ければならないことがあるときもあると思いま

す。そのようなことで探っていただきたいと思い

ます。

もう時間が迫っております。市長、ではもう一

度ご答弁お願いします。

〇議長（山本留義） 市長。

〇市長（宮下順一郎） やはりそういうふうな人工

的な部分でのこの「種」の部分について、この部

分について、人工的な操作をしていくというふう

なことは、下北半島に生息するニホンザル、非常

に学術的価値が高くて、生物学的に貴重なもので

あるというふうなことで、北限のサルと一概に言

われておりますけれども、そういう意味では非常

に貴重なものであるというふうなことで天然記念

物の指定を受けて、国から指定されておるわけで

ございますので、この部分においては、先ほど来

お話をしましたように、疾病の調査だとか、寄生

、 、 、虫の調査 集団遺伝子の調査 放射線の被曝調査

そしてまた妊娠率の調査等というふうなことで、

地域個体群がどういうふうな形でこれが生存して

いくのかというふうなことの調査をする対象物で

あると、こういうふうなことがありますので、こ

こに人工的なものをさまざまな種の存続とか、種

がふえていくとか、そういうふうなものに対して

手を加えていくというふうなことは、なかなか厳

しいものがあろうと、このように思います。

それから、先ほど私勘違いをいたしまして、森

林セラピーのところでタラソセラピー、温泉療法

ではないかなと思いましたけれども、タラソセラ

ピーのほうは海洋療法でございますので、前言を

訂正させていただき、タラソセラピーのところを

温泉セラピーということで訂正をさせていただき

たいと。議長におかれましては、よろしくお取り

計らいのほどをお願いいたします。

以上でございます。

〇議長（山本留義） 13番。

〇13番（濵田栄子） ありがとうございました。

市長は、でき得る限り努力なさる方と私信頼し
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ておりますので、何とかこの地域の方たちが、一

生懸命お年寄りの方も畑をつくっているのです。

大畑の地域、介護保険を使う人が少ないと、むつ

市中心地より。たしか中心部の方は20％で、その

下が川内地域で、その下が脇野沢地域、大畑地域

14.何％でしたか、やはり畑をつくることが介護

予防の一つになります。確かに自家製であるかも

。 、しれません そういう総合的なこと等を考えると

サル対策もやっぱり真剣に取り組んでいかなけれ

ばならない問題ではないかなと思いますので、よ

ろしくお願いいたします。

、 、 、 、それから 巨樹 古木 人間社会で言うなれば

やはり長老とか先輩とか、そういう若い方たちと

か、さまざまな方たちがいて、一つの大きな安定

した社会が成り立っていると思います。どうぞ、

次の時代のキーワードは、私森と川と海だと思っ

ていますので、その辺のところをよろしくお願い

。 。して質問を終わります ありがとうございました

〇議長（山本留義） これで、濵田栄子議員の質問

を終わります。

ここで、11時10分まで暫時休憩いたします。

午前１０時５７分 休憩

午前１１時１０分 再開

〇議長（山本留義） 休憩前に引き続き会議を開き

ます。

◎目時睦男議員

〇議長（山本留義） 次は、目時睦男議員の登壇を

求めます。６番目時睦男議員。

（６番 目時睦男議員登壇）

〇６番（目時睦男） 社会民主党の目時睦男であり

ます。むつ市議会第217回定例会に当たり、通告

順に従い２項目について一般質問をいたします。

市長初め理事者におかれましては、明快で前向き

な誠意ある答弁をご期待申し上げます。

質問に入る前に、幾つかの点について触れさせ

ていただきます。それは、９月１日に行われまし

た第21回青森県民駅伝競走大会で、総合２位の南

部町に33秒差をつけ、新記録を達成し、見事３年

ぶり８回目の総合優勝を果たし、多くの市民に感

動を与えてくださった金澤監督を初め選手、スタ

ッフの皆さんに、優勝おめでとうの賛意を申し上

げたいと思います。連覇に向け、さらなる努力を

積み重ね、再び市民に勇気と感動を与えてくださ

いますようご期待申し上げるところであります。

そして、2020年のオリンピック開催地を決定す

るＩＯＣ総会があす開催され、オリンピック招致

を目指している東京都が開催地となるのか否か判

定が下されますが、今世界各国から東京電力福島

第一原発の汚染水事故をめぐり東京オリンピック

開催を懸念する声が高まっております。この国際

世論に合わせた政府は、原発施設への地下水流入

に防ぐ遮水壁の建設費用に、９月３日、原子力災

害対策本部を開催し、急遽470億円の税金投入を

決定いたしました。しかし、汚染水問題は、原発

事故直後の４月に超高濃度の汚染水漏れが見つか

ったときからの懸念であり、ことし４月には汚染

水を大量保管する地下貯水槽からの漏出が発覚

し、急遽地上タンクを増設し移送するなど、急場

しのぎの対策に終始し、７月には高濃度汚染水が

混じった１日300トンに上る地下水が海洋流出す

るなど、対応が後手に回る東京電力の汚染水処理

対策の行き詰まりに対し、国は２年半近く責任を

負うことなく、何の対策も講じることなく国民の

命と暮らしを無視し続け、東京オリンピックの開

催が危ないからといって、慌てて対策をとる利益

優先の政府の姿勢に怒りを感じるのであります。

それでは、質問に移ります。質問の第１項目め

は、観光振興についてであります。ご案内のよう

に、多くの国民に知れ渡っている日本三大霊場の
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恐山や日本三大美林の青森ヒバを初め、別名まさ

かり半島とも言われる我が下北半島は、四方を海

に囲まれ、山あり、川ありの自然環境に恵まれた

風光明媚で多くの温泉地があり、加えて山の幸、

川の幸、海の幸にも恵まれた他に誇れる観光資源

が豊富な地域であります。その資源を先人たちが

地域経済の発展に生かそうと創意工夫を積み重

ね、産業として努力してきた歴史でもあります。

その資源は、今日に至ってもいささかも変わらな

いのであります。

確かに本市はもとより下北半島全体は、漁業と

林業を中心とした第１次産業の発展が地域経済、

文化、宗教の繁栄の歴史でもありますが、忘れて

はならないのが観光であり、今後の地域経済の発

展の重要課題であることは間違いありません。

未曽有の被害をもたらした東日本大震災から満

３年がたとうとしておりますが、震災直後は平年

の30％にまで減った観光客が、最近ようやく震災

前の状態に回復しつつあると業者の方々から話を

伺います。そのようなことから、今後に期待をし

つつも、課題解決に努力をしていかなければなら

ないことを痛感しているのであります。

私は、観光資源について、この間、故杉山市長

時代の平成18年12月のむつ市議会第189回定例会

と宮下現市長が就任してからは、平成21年６月の

むつ市議会第200回定例会と、過去２回一般質問

を行い、下北半島全体が連携し、一体化した振興

策の確立、言いかえれば、下北を丸ごと売り込む

攻めの対策を提言したところであります。これに

対し両市長とも、その必要性を認めた趣旨答弁で

ありましたが、特にその際の宮下市長の答弁は、

産、学、官、民それぞれの連携を図りながら、下

北観光協議会の機能強化と活性化を進めていくべ

きものと考えておりますとの答弁でありました。

以来４年の歳月が経過いたしましたが、報道によ

れば、宮下市長が会長を務めております下北観光

協議会が観光客に地元の観光資源の紹介などを通

じてきめ細かな旅行プランを提案し、宿泊の手配

などにも対応するワンストップ窓口を新設するた

め、現在の任意団体から仮称とのことであります

が、平成27年度に一般社団法人観光地域づくりプ

ラットフォームに移行し、体験型プログラムが豊

富にありながらも、各市町村それぞれの取り組み

で力不足の面があったことから窓口の一元化で、

例えばむつ市の恐山を訪ねたい観光客からの問い

合わせに対し、大間町でマグロ料理を楽しみ、大

畑でイカ釣り体験をして薬研温泉に泊まり旅の疲

れを癒やすなど、時間を有効に使って四季ごとの

旬を楽しむオーダーメードの旅行日程を提案し

て、小規模な旅館、民宿を含めての宿泊の手配を

するなど、下北全体を統一したイメージづくりに

努めるワンストップ窓口を目玉事業として取り組

むとのことであり、下北を丸ごと売り込む攻めの

対策として大いに期待をしているところでありま

す。ぜひ成功させていただきたいと思います。

そこで、２点についてお伺いいたします。

１点目は、ワンストップ窓口新設の趣旨と将来

展望についてであります。法人設立の趣旨と構成

団体、将来展望と見通しについて説明をお願いい

たします。また、この法人全体の出資金規模と、

それに対するむつ市の出資額は幾ら見込んでいる

のか、あわせてお伺いいたします。

２点目は、観光地域づくりプラットフォームの

事業運営についてであります。この事業は、窓口

一元化により利便性を高め、滞在型の個人旅行を

呼び込み、下北の魅力を統一的なイメージで売り

込み、将来株式会社も視野に入れるとのことであ

りますが、この事業にどのような団体、個人の参

画を計画しているのか伺います。また、実施年度

を含めたタイムスケジュールをお知らせ願いま

す。

そして、ご承知のことでしょうが、国は観光圏
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においてさまざまな滞在型観光の取り組みを推進

し、市場との窓口機能などを担う観光地域づくり

プラットフォームの形成を促進しつつ、着地型旅

行商品の企画、販売、人材育成などを行う取り組

みに対し、準備段階に500万円、運営初期の段階

に原則２年間事業費の４割を補助する観光地域ブ

ランド確立支援事業を制度化し、今年度は５法人

の事業が採択されておりますが、この制度の活用

を考えているのか、あわせてお伺いいたします。

質問の２項目めは、各種選挙の執行について伺

います。私が今回この課題を取り上げたのは、合

併から８年目を迎えましたが、この間本市におい

て、国政、県政、市政等の各種選挙が実施されて

まいりましたものの、そのもととなる公職選挙法

自体も随時改正施行され、７月の参議院議員選挙

では、若者を中心とした投票率アップを狙った公

職選挙法の改正により、初めてインターネットで

の選挙運動が解禁、実施されました。しかし、結

果は平成22年の前回より全国で６ポイント、青森

県で8.3ポイント、むつ市で8.3ポイントそれぞれ

投票率低下となりました。今後解散総選挙がなけ

れば３年間は国政選挙がありませんが、２年半後

、 、には県議会議員選挙が行われ その次には市長選

市議会議員選挙と続くことから、今回の参議院議

員選挙を受け、私以外にも今後の選挙の進め方に

ついて関心を示してのことと思われますが、一般

質問で４名が選挙問題を通告したのは、かつてな

かったのではないかと記憶しておりますが、同僚

議員の質問は、投票率向上を主に取り上げておる

、 、ようでありますが 私は選挙経費削減策を中心に

次の３点について選挙管理委員会委員長に見解を

求めるものであります。

１点目は、合併以降の選挙経費削減の取り組み

経過と内容についてであります。選挙管理委員会

は、各種選挙の執行に当たり、これまで厳しい財

政状況にある中、選挙経費の削減に努力されてき

ているものと推察するのでありますが、このこと

について、合併以来今日までどのような対策を講

じてきたのか、またその対策についてどのような

成果と課題があるのか、取り組み経過と内容をあ

わせてお知らせ願います。

２点目は、雇用悪化の影響もさることながら、

少子高齢化と過疎化の波が押し寄せる中におい

て、合併時６万7,000有余の人口であった本市の

人口が現在は６万2,500人で、７年間で3,500人減

少しており、年間500人減少していることになる

わけであります。この数字を、合併時に作成した

新市まちづくり計画は平成27年の人口を年間

310人減少する６万2,900人と予想しております

が この計画と比較してみると 実績が年間190人、 、

ほど上回っておるわけであります。当然のことな

がら、有権者も計画を上回って減少していること

になるのであります。有権者の減少に対し、これ

までどのような対策を講じてきたのかお示し願い

ます。

３点目は、選挙経費削減に向けた投票所の統合

再編、投票時間繰り上げ、開票事務の迅速化につ

いて伺います。新むつ市誕生から７月に行われた

参議院議員選挙まで幾つかの選挙が行われてまい

りましたが、この間の実態を見ますと、投票所や

投票時間、開票作業など改善点が見当たらないの

であります。一方、行財政改革を進めていること

もあり 合併時700名であった職員数が 現在560名、 、

となり、140名減少しており、分庁舎の減少率が

高くなっているわけであります。従来一般行政部

門職員だけで対応してきた投票、開票事務が、要

員不足から最近は保育所の保母さんたちも投票事

務に従事している実態にあります。したがって、

従来にも増して費用対効果を追求し、最少の経費

で最大の効果を生む努力が必要と思い、次の３点

についてお伺いをいたします。

１点目は、投票所の統合再編についてでありま
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す。現在投票所は、むつ地区36、川内地区13、大

畑地区14、脇野沢地区６の市全体で69投票所とな

っておりますが、この数は合併前の旧市町村当時

から変わっていないと私は記憶をしているのであ

ります。これを現在の有権者数５万2,300人で単

純平均すれば、１投票所当たり760人となります

が、これを合併以降の人口減少数3,500人を単純

計算すれば、５カ所の投票所削減が可能となりま

す。だからといって、地理的要因や地域事情を考

えずに有権者数だけを根拠に投票所の数を決定す

べきとの短絡した考えではありませんが、投票所

ごとに分析、検討を加え、投票所の統合再編をす

べきと考えますが、見解を伺います。

２点目は 投票時間繰り上げであります 2003年、 。

の公職選挙法改正により、期日前投票制度が実施

され、その割合が高くなってきていることなど、

投票所ごとに分析を加え、投票時間の繰り上げを

検討実施すべきものと思いますが、いかがでしょ

うか。

３点目は、開票事務の迅速化についてでありま

す。開票事務経費は、選挙経費全体に大きなウエ

ートを占めていると思いますが、開票集計時間の

短縮は、経費削減に大きく影響を及ぼすものと判

断されることから、試行を含めた分析検討を繰り

返し行い、さらに効率化、迅速化を開票集計の機

器導入を含め検討すべきと思いますが、ご所見を

お伺いいたします。

以上、２項目について申し上げ、壇上からの質

問といたします。

〇議長（山本留義） 市長。

（宮下順一郎市長登壇）

〇市長（宮下順一郎） 目時議員のご質問にお答え

いたします。

まず、観光振興についてのご質問の１点目、ワ

ンストップ窓口新設の趣旨と将来展望についてで

あります。全国の宿泊旅行の実態は、延べ宿泊数

では平成20年以来減少傾向が続き、さらに旅行形

態は平成24年の調査では、個人旅行89％、パック

旅行11％というように、団体型から個人型へ変化

しております。一方、当地域を訪れる旅行者の形

態は通過型で、宿泊者数はここ数年横ばいの傾向

が続いていることから、宿泊者を増加させる方策

が望まれております。これらの状況を踏まえ、観

光客へ質の高いサービスを提供できるワンストッ

プ窓口機能を持った新たな組織が必要であろうと

考えたところであります。このことから、下北地

域５市町村と、横浜町及び６民間観光関連事業者

とで組織している下北観光協議会を旅行業を行え

る一般社団法人へ移行し、新たな事業を展開する

ことにより観光関係事業者のみならず、地域の活

性化にも寄与できるものと考えております。

また、全体の出資金規模とむつ市の出資額につ

いてでありますが、現在下北観光協議会は会員か

らの会費及び負担金によって運営されているもの

であり、その負担額は年度の実施事業により増減

いたします。ちなみに、平成25年度の会員による

負担総額1,630万3,000円のうちむつ市の負担額は

616万円となっておりますが、まだ法人に移行す

るための経費などは具体的にお示しできる段階で

はなく、今後の事業展開によって相応の負担を伴

うものと考えております。

次に、ご質問の２点目、観光地域づくりプラッ

トフォーム、仮称ではありますが、の事業運営に

ついてお答えいたします。どのような団体や個人

の参画を計画しているのかという点については、

下北観光協議会会員のほかにホテル、旅館、民宿

などの宿泊事業者、市内旅行事業者、タクシー、

フェリーなどの二次交通事業者、ボランティアガ

イドなどを新たに契約事業者として参画していた

だきたいと考えております。

タイムスケジュールについては、平成27年度に

法人化する予定とし、その後個人観光客予約サイ
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トを立ち上げ、着地型旅行商品の造成及び販売な

どを開始し、さらには予約サイトを軌道に乗せ、

小規模コンベンションや教育旅行等の誘致に向け

た営業も開始したいと考えております。その後も

関係各位のご理解を得ながら、契約事業者の拡充

に努め、当該法人の収支を安定させるとともに、

地域の事業者や行政向けサービスを充実させてい

く予定としておりますが、これらの事業を確立す

るためには、ある程度の年数を要するものと考え

ております。

次に、観光地域ブランド確立支援事業制度の活

用についてですが、当該制度は国内外から選考さ

れる国際競争力の高い魅力ある観光地域づくりを

促進するため、地域の取り組み段階に応じ、地域

独自のブランドの確立を通じた日本の顔となる観

光地域の創設に向けた取り組みを支援することを

目的として、今年度から国が始めた事業でありま

す。

事業の補助対象者は、観光圏整備法に定められ

た観光圏整備実施計画の認定を受けた観光地域づ

くりプラットフォームである法人であることや、

団体活動の本拠としての事務所を有することな

ど、６項目全ての要件を満たしていなければなり

ません。中でも観光整備実施計画に記載されてい

る滞在促進地区がある市町村として認定を受ける

こと及び国の認定を受けた研修を修了した観光地

域づくりマネジャーを配置する必要があるため、

ある程度の期間を要することとなります。これら

のことから、当該制度の活用については、法人化

されてから研究していくことになろうかと考えて

おりますので、ご理解賜りたいと存じます。

２点目の各種選挙の執行についてのご質問につ

きましては、選挙管理委員会からの答弁となりま

す。

〇議長（山本留義） 選挙管理委員会委員長。

（畑中政勝選挙管理委員会委員長

登壇）

〇選挙管理委員会委員長（畑中政勝） 目時議員の

各種選挙の執行についてのご質問にお答えしま

す。

まずご質問の１点目、合併以降の選挙経費削減

の取り組み経過と内容を示されたいとのことにつ

いてお答えします。

１つ目は、投票所における投票立会人の数です

が、以前は３人の方を選任しておりましたが、法

定数が２人以上であることから、平成17年９月執

行の衆議院議員総選挙から１人減じております。

２つ目としては、投票所などの投票管理者、投

票立会人、投票事務従事者などに配布しておりま

した弁当を平成23年４月執行の青森県議会議員一

般選挙から廃止いたしました。

３つ目としては、ポスター掲示場の数は公職選

挙法の規定により基準数が定められ、むつ市は

480カ所となりますが、県選挙管理委員会と協議

して認められれば、地域によってその数を減ずる

ことができますので、平成23年４月執行の県議会

議員選挙から464カ所とし、16カ所を減じており

ます。

その他には、開票作業効率をアップするための

機器導入や開票事務職員間の綿密な事務打ち合わ

せを重ねて、効率化、迅速化を図ることで時間短

縮となり、手当削減につなげております。また、

事前事務準備作業をする職員を若い職員に世代移

行させ、手当の削減にも努めておりますので、お

知らせいたします。

次に、ご質問の２点目、人口減少にどのような

対策を講じてきたかについてお答えします。人口

減少に対して選挙管理委員会としては、特段の対

策は講じておりませんが、人口と有権者数には密

接な関連性があるため、人口動向には注視してお

ります。選挙事務における有権者数の変化は、ポ

スター掲示場の数や投票所の職員配置などに影響
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があることから、今後とも人口動向を把握し、選

挙の執行管理に努めてまいりますので、ご理解を

賜りたいと存じます。

次に、ご質問の３点目、選挙経費削減に向け、

以下の点について検討する考えはないのかの１点

目、投票所の統合再編についてお答えします。投

票所を削減すれば選挙経費が削減できるのではな

いかとのご指摘は、確かにそのとおりでございま

。 、 、す ちなみに 平均的な投票所を投票管理者１名

投票立会人２名、職務代理者１名、事務従事者４

名といたしますと、前日準備を含めた報酬、手当

などで16万1,700円となります。

投票所の設定に当たっては、地域や町内会など

の事情や地域の広さ、または有権者数並びに選挙

人の秘密が保持される公的機関の施設があるかど

うかなどを考慮して設定しております。現在投票

所は69投票所であり、旧むつ地区36投票所、川内

地区13投票所、大畑地区14投票所、脇野沢地区６

投票所でありまして、合併前の投票所の数をその

まま引き継いでおります。しかしながら、合併後

約10年を迎えることや、市役所本庁舎が移転した

ことや、地域の人口動態が大分変化していること

から、委員会といたしましては、現在投票区の見

直しを図っているところでありますが、投票率低

下が進んでいることから、選挙人の投票の便宜が

損なわれることがあってはなりませんので、地域

住民や町内会などのご意見、ご理解をいただきな

がら進めてまいりたいと考えております。

次に、２点目の投票時間繰り上げ実施の見直し

についてお答えします。現在投票時間の繰り上げ

を実施している投票区は、川内地区全部の13投票

所、大畑地区の２投票所、脇野沢地区全部の６投

票所、合わせて21投票所でありまして、この制度

にしましたのは、平成19年４月執行のむつ市長選

挙からであります。この制度実施に当たっては、

平成19年６月開会のむつ市議会第192回定例会に

おいて議員からは、一人でも多くの選挙民が投票

行為に参加できるよう午後８時に時間を繰り下げ

る要望をされましたが、委員会の考え方は、ご質

問にお答えしたとおり、選挙事務の行政サービス

を低下させないことを念頭に検証し、さらには選

挙結果をなるべく早くお知らせするために開票時

間を午後10時から午後９時にするために実施した

ものであります。今般議員から、期日前投票制度

が充実してきたから、経費削減のため投票時間を

繰り上げすべきとのご意見でありますが、公職選

挙法のもと、投票時間を繰り上げる特別の理由に

は当たらないものと思われますので、現状の投票

時間で執行管理してまいる所存であります。

長時間の投票事務に携わっている方々には、大

変申しわけないとの思いもあり、行政サービスが

低下しないような事務軽減や経費削減並びに時間

短縮などを随時検討してまいりたいと考えており

ますので、ご理解を賜りたいと存じます。

次に、３点目の開票事務の迅速化についてであ

りますが、ご質問の１点目でお答えしたように、

選挙時ごとに作業の見直し、検討を重ね、また経

費負担が大きい機器導入については、一般財源に

負担とならない国政選挙などを考慮して少しでも

早く開票結果を皆さんにお知らせできるように、

正確な開票事務の迅速化を図ってまいりますの

で、ご理解を賜りたいと存じます。

〇議長（山本留義） ６番。

〇６番（目時睦男） 再質問をさせていただきます

が、先ほど壇上での私の質問の中で、県議会議員

選挙まで２年半と申し上げましたが、正確には１

年半でありますので、訂正をさせていただきたい

と思います。議長のお取り計らいをよろしくお願

いしたいと思います。

さて、再質問でありますが、順序不同の中での

再質問になりますが、ご理解を賜りたいと思いま

す。
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１つは、選挙の関係でありますが、先ほど選挙

管理委員会委員長のほうから、１投票所当たりの

人件費等を含めた数字についてもご紹介ありまし

た。そこの中でまずお聞きをしたいのは、先ほど

壇上でも申し上げましたように、2003年の公職選

挙法の改正によって期日前投票が実施をされてき

ました。この間幾つかの選挙について、その取り

扱いを本市でもしてきているわけでありますが、

地域の状況も含めたときに、私なりには、当初改

正当時から今日までの状況の中では、この期日前

投票について、それの制度を活用というか、利用

してというか、そういう中での有権者の方々が期

日前投票を行うということが多くなってきている

というようなことで私なりには理解をするわけで

あります。そこでお伺いをしますが、公職選挙法

の改正以降のこの期日前投票について、それぞれ

の選挙種別ごとの期日前投票をした数字につい

て、できればパーセンテージでお知らせを願えれ

ばと思います。よろしくお願いします。

〇議長（山本留義） 選挙管理委員会事務局長。

〇選挙管理委員会事務局長（氣田憲彦） 目時議員

のご質問にお答えいたします。

これからお知らせする投票率は、当日の投票者

総数に対する割合となっておりますので、ご了承

願います。

平成25年７月21日執行の参議院議員通常選挙は

32.75％、平成24年12月16日執行の衆議院議員総

選挙は26.25％、平成23年10月２日執行のむつ市

議会議員一般選挙は23.75％、平成23年７月10日

執行のむつ市長選挙は22.90％、平成23年６月５

日執行の青森県知事選挙は25.25％、平成23年４

、月10日執行の青森県議会議員一般選挙は19.21％

平成22年７月11日執行の参議院議員通常選挙は

26％、平成21年８月30日執行の衆議院議員総選挙

は23.63％、以上でございます。

〇議長（山本留義） ６番。

〇６番（目時睦男） ありがとうございます。今選

挙管理委員会事務局長から数字について実績数字

。 、を紹介していただきました この状況を見ますと

やはり有権者の方々、期日前投票については相当

浸透しているというか、そういう状況がうかがえ

るわけであります。ただ、その中でも今おっしゃ

いましたように、それぞれの選挙の種目によって

、 、は 率が下がったりとか上がったりという傾向は

これは先ほどの数字からいって、これまた言える

のではないかということはあるわけであります

が、総体的には私は期日前投票については浸透過

程にあると、こういうふうに認識をするわけであ

ります。

そういう中で、実は先ほど質問しておりますこ

の期日前投票と関連するのは、投票時間の繰り上

げとの関係であります。以前は、期日前投票を実

施する前は、仕事を終えてから、勤務時間、仕事

の時間等々、自宅に戻る時間とか、いろんな状況

の中で投票時間を８時にということが大宗であり

ました。そのような理解をしているわけでありま

すが、私は期日前投票を実施してきている状況の

、 、中でいうと それぞれの投票所の状況によっては

例えば７時から８時までのこれまでの実績の中で

の投票者が幾らあったのか。こういう点も投票所

ごとに分析、検討しながら、ああ、ここの投票所

は１時間繰り上げてもいいかなと、こういうこと

での分析等も行っていく必要があるのではないの

かと、こういうふうなことの認識をするわけであ

りますが、この点について再度お尋ねをしたいと

思います。

〇議長（山本留義） 選挙管理委員会委員長。

〇選挙管理委員会委員長（畑中政勝） 先ほど壇上

でお答えしましたとおり、この選挙は全国一律同

じ制度で、その法律に基づいて行っているわけで

ございまして、例えば地域で投票率に影響してく

るような繰り上げとか、そういうふうな特別な事
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情、壇上でも申し上げたとおり、開票時間がどう

しても遅くなる場合は、むつ市のようにかなり行

政面積が広く、投票箱が到着するのに時間がかか

るという特殊な理由の場合は繰り上げが認められ

ているわけで、むつ市が独自に、浸透したから投

票所を、その場所を繰り上げるというのは自由に

できないような状況でございますので、あくまで

もこれは選挙の中の法律に基づいてですから、で

きないというふうなことでご理解願いたいと思い

ます。

〇議長（山本留義） ６番。

〇６番（目時睦男） 公職選挙法では、特別な事情

のある場合ということで表現をしております、投

票時間の繰り上げについて。それについては、私

は法律の理解は相違がないと思っています。

実は、先般の参議院議員選挙での投票時間の繰

り上げの関係でありますが、報道によりますと、

全国の投票所４万8,777カ所のうち千葉県、神奈

川県、大阪府、３府県を除く44都道府県の１万

6,957カ所、正確には大体34.8％の自治体であり

ますが、この投票時間の繰り上げを実施している

ということの数字が報道されています。

そこで、先ほど言った特別な事情のある場合と

いうこととの関連でありますが、その中で、この

投票時間を繰り上げている自治体の中で投票立会

人や職員の負担軽減を理由に繰り上げているとこ

。 、 、ろがあります 報道によりますと 茨城県取手市

そしてまた夜間に投票率が下がらないと、私が先

ほど言ったことと関連をするのだと思いますが、

そういうことから投票時間を繰り上げていると。

こういうふうなことの報道が間違いないとすれ

ば、そういうふうなこともあるわけであります。

いずれにしましても、私は経費の効率的な運用と

いうか、費用対効果を考えて、分析検討し、でき

る部分については、そういう点での改善を図ると

いうことについては、するべきではないのかとい

うふうに思いますが、再度のお尋ねをしたいと思

います。

〇議長（山本留義） 選挙管理委員会委員長。

〇選挙管理委員会委員長（畑中政勝） お答え申し

上げます。

むつ市選挙管理委員会としましては、この法律

の定め以外に、今一人でも多く投票してもらいた

いという意識もありまして、なるべく多くの方に

投票してもらいたいという思いもあって、今の時

間はこのまま続けていきたいと思っているところ

であります。

〇議長（山本留義） ６番。

〇６番（目時睦男） 若干角度を変えて、先ほどの

投票所の見直しの部分について、投票所の統合再

編の問題とも関連します。

実は、投票所は、先ほども壇上で申し上げまし

たように、69投票所が合併前のそれぞれの旧市町

村の数と何ら変わっていないのです。精査をして

おりませんが、旧市町村のそれぞれの投票所も私

は20年なり30年は変わっていない状況の中である

のかなという推測をしています。人口減少とかい

ろんな因子を見ながら、そして先ほどの投票時間

の繰り上げとか、この投票所の統合、再編という

部分については、検討していくということについ

ては、何ら否定する要件ではないのではないかと

いうふうに思うわけでありますが、しつこいよう

でありますが、お聞きをしたいと思います。

例えば大畑の投票所の一つの例であります。大

畑の第54投票区、これは湊町内会の会館でありま

す。それと62投票所、中島児童館、この投票所間

の直線距離で約100メートル。そして、この62投

票所、中島児童館と大畑公民館、51投票区の大畑

公民館の距離が約150メートル。言ってみれば、

この３つの投票所が200メートルなり250メートル

の範囲で投票所があるわけであります。

関連して、私聞くところによりますと、それぞ
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れの投票所から開票所までの投票箱の移動につい

ては、それぞれの投票所からタクシーで開票所ま

で移送している。こういう経費の分についても、

３つの投票所を、端的に言うと、余談になります

が、管理をきちんとしていれば、１台のタクシー

で移動ができるのではないかなと。こういう点、

ちょっと余談でありますが、いずれにしても私は

いろんな状況を鑑みながら、投票所の関係、投票

時間の繰り上げという部分について、再度申し上

げますが、検討をするということについてはやぶ

さかではないと思うのでありますが、再度選挙管

理委員会委員長の見解をお聞きしたいと思いま

す。

〇議長（山本留義） 選挙管理委員会委員長。

〇選挙管理委員会委員長（畑中政勝） お答えいた

します。

先ほどの投票所については、約10年を迎えると

いうことで、以前からの町内会などの意向といい

ますか、そういう中身の中で、合併前のをそのま

ま引き継いできたわけですけれども、これについ

てはもう約10年を迎えようとする段階で見直しし

ようということで以前から話はあっているところ

でございますが、経費削減にかかわるだけで投票

所の繰り上げということについては、私は今の現

状のままで選挙の投票時間は行っていきたいと、

そう思っております。

〇議長（山本留義） ６番。

〇６番（目時睦男） 要望でありますが、先ほど言

ったような状況で、まず検討に着手をしてもらう

ということを要望しておきたいと思います。

関連というか １つだけお聞きをしますが 69投、 、

票所、現在あるわけであります。それぞれの投票

所の状況によっては、バリアフリー化されている

施設もあるでしょうし、されていない施設もあろ

うかと思います。私も現に投票所によっては、大

畑の場合にはそれぞれの状況、全部ではありませ

んが、把握しているつもりであります。そういう

状況の中で、私は例えば高齢者の方や障害者の方

が車椅子を利用しなければ投票所に出向けない、

また出向いても大変だというか、そういう中でな

かなか投票に行くという部分については足踏みを

せざるを得ない。こういうふうな部分について、

投票率の向上を目指すとするならば、こういう点

についても私は検討に値するのだと思っておりま

すので、それらも含めながら、先ほど言った検討

をぜひともお願いをしたいと思います。

時間がありません。先ほど市長から答弁いただ

いた観光振興の部分についてであります。要望を

申し上げて終わりたいと思いますが、私は先ほど

の市長答弁の、このワンストップ窓口、この部分

については、大きな期待をしております。先般風

間浦村でのイベントがありました。私もウニ丼を

食べてきました。多くの観光客というか、地元の

方々を含めて行っておって、盛会だなという思い

を感じ取ってきました。それぞれの自治体での創

意工夫をしたこの取り組みというか、そういう部

分について、先ほど答弁にありましたように、丸

ごと下北を売っていくと、こういう攻めの取り組

みと理解をしておりますから、法人化に向けて、

より一層の具現化に向けた取り組みに期待をしな

がら、この部分については詳しい再質問は抜きま

すが、私の思いを披瀝しながら、一般質問を終え

。 。ていきたいと思います ありがとうございました

〇議長（山本留義） これで、目時睦男議員の質問

を終わります。

ここで、昼食のため午後１時20分まで休憩いた

します。

午後 零時０７分 休憩

午後 １時２０分 再開

〇議長（山本留義） 休憩前に引き続き会議を開き

ます。



- 34 -

◎佐賀英生議員

〇議長（山本留義） 次は、佐賀英生議員の登壇を

求めます。８番佐賀英生議員。

（８番 佐賀英生議員登壇）

〇８番（佐賀英生） こんにちは。８番、市誠クラ

ブ、佐賀英生でございます。むつ市議会第217回

定例会に当たり、通告に従いまして一般質問させ

ていただきます。理事者皆様の前向きな答弁をよ

ろしくお願いいたします。

、 、くしくもきょう 大畑地区出身の議員の先輩方

そして私含め、３名が初日の一般質問ということ

で、大畑地区のリスナーの皆さんは大変喜ばしい

ことかと思っておりますので、頑張ってまいりた

いと思います。

去る７月21日に行われた参議院議員選挙で、大

方の予想どおり自民党の圧勝に終わり、共産党の

躍進が目立ち、維新の会が思ったほど振るわず、

予定どおり民主党の凋落が際立った選挙でござい

ました。このたび当選されました国会議員の皆様

に、景気回復と福祉の充実、外交問題など諸問題

が山積している今日、精いっぱい取り組んでいた

だきたいと心からお願いするものでございます。

それでは、通告に従いまして、３項目７点につ

いて質問させていただきます。また、図らずも大

畑地区出身の先輩方の質問と重複している点がご

ざいますので、いささかはしょっての質問となる

ことをお許し願いたいと思います。

１項目めの鳥獣対策について質問いたします。

今回は、サル被害についての質問に絞らせていた

だきます。

サルとは、通俗的な意味では、サル目霊長目の

うち、人を除いたものの総称で、生物学的に見れ

ば、人もサルの一種と言われております。外見上

は、人に似てはおりますが、知能の面で及ばない

ことから、一方では賢い動物と扱われ、特に当地

において接する機会の多い動物の一つなので、他

方に比べ親しみがあることと思います。

サルの顔つきは、人に比べると額が狭く、顎が

前に突き出ており、はっきりとした顔立ちをして

おります。チャールズ・ダーウィンの進化論は、

これを人間に当てはめると、先祖がサルであった

こととなります。知能がほかの動物に比べ高いこ

とから、利口で勇敢な、あるいは狡猾なイメージ

があり、前者の例としては孫悟空やハヌマーンが

有名です。ハヌマーンとは、インドの神話の猿族

の一人で、風神の化身と言われております。後者

では、人間はサルを都合のいいように表現材料と

して利用しているところが多々見受けられます。

一方で、日本では古来、サルは比叡山の比叡神

社の使いともされ、その他にも猿田彦や神の使い

とあがめられているところも少なくはありませ

ん。それだけ太古のいにしえより身近な動物とし

て存在しており、さきにも述べましたが、当地に

おいては世界の北限のサルとしての価値もあり大

切にされてきているものの、一方では畑を荒らし

たり民家に侵入したりと迷惑な一面もあります。

日本人は、いにしえより大和の国と表現すると

おり、農耕が盛んで、特に一線を退いたシルバー

エージの皆さんは、趣味と実益を兼ね、自家消費

分を中心とした畑づくりをしている方がたくさん

おられます。せっかく苦労しながら、また楽しみ

ながら育てた農作物を彼らサルは思いっきり食べ

たり荒らしたりしてくれているのです。先に濵田

、 、議員も述べましたが 大畑地区ではそれが顕著で

たくさんの人から、何とかしてくれという苦情が

参っております。ほかの地区のところも同じかと

は思いますが、今回は大畑地区に限って質問させ

ていただきますことをお許し願います。

彼らに全ての罪があるわけではありませんが、

長い間保護され続けているために、ほかの動物に
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比べて知能の高い分、人なれしており、学習能力

の高さも手伝って、危害が及ばないと認識してい

るのではないでしょうか。逆に手を出せない人間

としては、威嚇しか有効な手だてがなく、その被

害に手をこまねいているしかないと思うのが現状

かと思います。せっかくの楽しみな農作物づくり

を助けるためにも、まだまだ充実した老後を体を

動かすことによって健康に送っていただくために

も、今よりも充実した対策が必要かと考えており

ます。私は、当座電気柵がセカンドベストと考え

ておりますが、理事者の考えをお聞かせ願いたい

と思います。

以上のことを踏まえ、質問いたします。

１点目といたしまして、今まで実施した鳥獣対

策と、その効果について。

２点目といたしまして、電気柵の設置基準につ

いて。

３点目といたしまして、電気柵の補助率と事業

期間について。

４点目といたしまして、老朽化が一部見られて

いる電気柵の修理状況と申請件数及びその長さに

ついて市長にお伺いをいたします。

続いて２点目の教育行政について質問いたしま

す。少子高齢化が加速度的に進んでおり、学校の

統廃合や跡地利用が盛んに行われております。高

校、大学への進学率も年々高まってきており、親

の負担は少子化に反比例して高くなってきており

ます。進学率は高くなってきているとはいえ、青

森県は高校進学率が2012年度で97.2％、大学進学

率は41.2％と成績では全国のベストファイブに位

置づけているものの、進学率となると平均47都道

府県中、大体四十二、三番となっております。景

気や所得に左右されるところも多々あろうかと思

いますが、徐々にではありますが、学習意欲は高

まってきていることだと思われます。親の言うこ

とは聞きなさいとはいったもので、私もちゃんと

親の言うことを聞いて勉強しておけばよかったと

今さらながらに思うきょうこのごろでございま

す。

不思議と全てとは申しませんが、成績のよい子

はスポーツもそれなりにこなし、文武両道を成立

させている子も少なくはありません。私たちは、

学習意欲のある、またスポーツ意欲のある子供た

ちを伸ばさせる環境をつくっていかなければなら

ないかと考えます。年々子供たちにかかる経費も

ばかにならず、特に体育会系はジャージや用具だ

けで結構な費用がかかり、家計を逼迫させている

こともあります。しかし、親としてなるべくその

環境を整え、十分実力を発揮させることのできる

ところまで持っていってやりたいというのが偽ら

ざる気持ちかと思います。

、 、現在当市では むつ市子ども夢育成基金があり

大変よい事業と思っておりますが、対象が小学生

と中学生に限られており、高校生は含まれており

ません。そこで、対象枠を広げて、何にでも使え

、 、て 子供たちの能力を伸ばせる基金を２本立てで

もしくは積み増しできる育成基金を創設できない

かということです。

カーリングバナナのときを想像していただけれ

ばわかりやすいかと思いますが、各企業や商店に

協力をしてもらい、また消費者にも理解を求めつ

つ、日々の消費の中で対象商品を購入することに

より子供たちの育成に貢献できるというふうな形

で協力できないかということです。一つ一つはさ

さいな金額ですが、積もればそれなりにいろんな

研究や学習、スポーツにと柔軟性のある基金を創

設できないか、教育委員会委員長にお伺いをいた

します。

続きまして、３点目の投票率向上についてお伺

いいたします。選挙は、最も多くの人が参加する

政治的行為であり、憲法によって満20歳以上の成

人による普通選挙、人種、信条、身分、財産など
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で差別されない平等選挙、誰に投票したか秘密が

守られる秘密選挙の３原則が保障されておりま

す。有権者は、代表を選ぶことによって間接的に

政治に関与し、政治家や政党は得票の最大化を目

指すことに、その意思に沿った政治を行おうとす

る。東京大学教授、蒲島郁夫先生の著書で、その

ように記されております。

また選挙は、前段のみならず集団あるいは団体

、 、において その構成員の一定の資格を備えた人々

すなわち有権者によって投票され、代表や役員も

選出します。選挙は、国家や地方自治体等の政治

組織に限らず、私企業や団体、学校などでも広く

用いられております。今回は、政治組織について

の選挙について質問いたします。

1878年、明治11年に府県会規則が布告され、制

限選挙ながら、地方議会選挙が実施されました。

1889年、明治22年に満25歳以上の男性で国税15円

以上を納めている人に選挙権が付与されました。

これを制限選挙といいます。そして、時を経て

1925年 大正14年 納税条件が撤廃となり 満25歳、 、 、

以上の男性全員に選挙権が付与されました。この

ときの割合は、人口の20.12％、つまり５人に１

人の割合でしか投票できなかったことになりま

す そして 1945年 昭和20年 現在の形の満20歳。 、 、 、

以上の男女に選挙権が付与され 1950年 昭和25年、 、

、 、に公職選挙法が施行され 若干の修正が加えられ

現在に至っているというわけです。選挙期間は、

知事及び参議院議員選挙の17日間から町村議員及

び首長の５日間までで、その選挙によって期間が

定められております。７月に参議院議員選挙があ

りましたので、記憶に新しいことと思います。

選挙によって投票率はさまざまですが、よく言

われているのが参議院議員選挙は低投票率で、自

治体選挙は高投票率ということです。幾ら参議院

議員選挙は全国的に低投票率とはいえ、先般の選

挙は48.26％と、昨年の衆議院選挙よりも3.1％ダ

ウンしております。大きい声では言えませんが、

特に我が大畑町は39.38％と40％を割り込んでお

り、大変残念に思います。以前から大畑町は投票

率が高くありませんが、漁業従事者が多く、全国

へ漁に出ている時期もあるということもありまし

ょうが、何とか踏ん張ってほしいものです。

青森県全体が低いということもあろうが、今回

の参議院議員選挙は、あらかじめ勝敗が読めてい

たということもあろうかと推測されますが、過半

数に届かないというのはいかがなものかと思って

おります。選挙に魅力がないのか、諦め感がある

のか、原因は定かではありませんが、南アフリカ

では、ついこの間までアパルトヘイトで選挙権が

限定されていて、権利をかち取るために長い戦い

をしてきた国もあります。国民の権利である投票

行動を高めるために、何かしらの方策を講ずるべ

きと考えております。

以上のことを踏まえ質問いたします。

１点目といたしまして、投票率向上に関して実

施していることは何か。

２点目といたしまして、旧市町村別の投票率に

ついて。

３点目といたしまして、年代別の投票率につい

て。

４点目といたしまして、幼児、子供連れでの投

票について、選挙管理委員会委員長にお伺いをい

たします。

以上、壇上での質問とさせていただきます。

〇議長（山本留義） 市長。

（宮下順一郎市長登壇）

〇市長（宮下順一郎） 佐賀議員のご質問にお答え

いたします。

まず、鳥獣対策についての１点目、今まで実施

した鳥獣対策とその効果についてであります。午

前中の議員の答弁と一部重複することをご了承願

います。
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むつ市に生息しているニホンザルの群れ及び個

体数につきましては、27群918頭が確認され、う

ち大畑地区においては14群365頭が生息している

状況にあります。

これまで市が行ってきた被害対策としては、鳥

獣被害対策実施隊員の配置、電気柵の設置、サル

接近システムについては大畑地区に１カ所、野平

地区に２カ所設置し、モンキードッグは脇野沢地

区に２頭、大畑地区に１頭配置しているほか、青

森県特定鳥獣保護管理計画に基づいた捕獲を実施

するなど、農作物の被害軽減に努めております。

また、脇野沢地区については、サルの群れや頭

数が多く生息していることから、７月から９月ま

での野菜の生育期や収穫期には鳥獣被害対策実施

隊員が早朝から夜遅くまでの２交代制で追い上げ

を実施し、大畑地区においてもサルの出没に合わ

せて早朝からの追い上げを実施しているところで

あります。その効果としては、平成19年度の農作

、物被害額がむつ市全体で約180万円だったものが

平成24年度は約半分の98万円まで減少している状

況にあります。

また、脇野沢地区においては、モンキードッグ

、 、の効果により 集落への出没回数の減少が見られ

市民の安全安心につながっているものと考えてお

ります。

ご質問の２点目、電気柵につきましては、担当

よりお答えをいたします。

、 、続きまして ２点目の教育行政につきましては

教育委員会からの答弁となります。

３点目の投票率向上につきましては、選挙管理

委員会からの答弁となります。

〇議長（山本留義） 教育長。

（遠島 進教育長登壇）

〇教育長（遠島 進） 佐賀議員の教育行政につい

てのご質問にお答えします。

児童・生徒の育成基金の創設についてでありま

す。議員ご指摘のとおり、児童・生徒の健全育成

のために、目的を限定せず、スポーツ、文化、研

究等々、幅広くその活動を支援できるような基金

の創設は、小・中学生やその保護者にとって大変

。 、ありがたいお話であると思います しかしながら

経済情勢の厳しい今日、このような基金を新たに

創設した場合、どれほどの企業や商店の方々から

協賛していただけるものかということや、本当に

全ての子供たちのさまざまな夢や希望に対応して

いくことができるのかなど課題も考えられます。

教育委員会といたしましては、むつ市子ども夢育

成基金を創設してから、まだ４年目ということも

あり、新たな基金の創設という前に、まずは現在

の基金の充実に力を尽くしてまいりたいと考えて

おります。

議員ご承知のとおり、むつ市子ども夢育成基金

は、平成22年３月、むつ市議会第203回定例会に

おいてご承認いただき、子供たちの夢を育み未来

の可能性を支援するための安定的財源確保を目的

に、青森県内の他市町村に先駆けて設けられたも

のです。具体的な活用としては、むつ市内の小・

中学生が文化、芸術、スポーツ分野で青森県大会

を勝ち抜き、東北大会、全国大会に出場する際の

遠征費の補助、当市の未来を担う人材育成に資す

るために行う研修派遣事業に要する経費の支援等

となっております。これまで各種スポーツ大会は

もちろんのこと、吹奏楽コンクールなどさまざま

な分野で県代表となり、活躍する子供たちのため

に役立ててまいりました。加えて将来医学や科学

を志す子供たちの夢を育むための大学医学部等で

の中学生体験入学など、当市のキャリア教育を推

進するための研修派遣事業にも活用させていただ

いております。

研修派遣ということでは、これまで本市の中学

生は千葉大学医学部での細菌学の講義や実験に参

加させていただいております。ご指導してくださ
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る野田公俊教授が本県出身というご縁もあり実現

したものです。先般新聞報道により、その野田教

授が、このような全国の小・中・高校生に大学の

授業を体験してもらう事業に貢献したとして、日

本学術振興会より同サイエンス推進賞を受賞され

たことが伝えられております。その中のコメント

として、本県からは、特にむつ市からの参加が多

いということが紹介されておりますが、その野田

教授からは、参加した全国の中学生の中でも、と

りわけむつ市の子供たちは研究熱心であるとのお

褒めの言葉が毎回届けられておりました。このよ

うに、むつ市子ども夢育成基金につきましては、

基金創設以来、子供たちのために有効に活用させ

ていただいてまいりました。しかしながら、より

一層の有効活用を図るため、その運用のあり方に

ついては、これまで市議会の一般質問等でも取り

上げていただき、その要望、意見を伺いながら、

改善、充実に努めてまいりました。

また、企業や商店の方々からの協賛ということ

につきましては、基金創設以来からご寄附もお寄

せいただいており、その件数も年々増加してきて

おります。例えばレジ袋有料化に伴って得た収益

金を子供たちの教育に還元したいということで、

毎年ご寄附をお寄せくださる商店や、故人の遺志

を引き継ぎ、子供たちのスポーツ振興に役立てて

いただきたいということで、葬儀の際のご香典を

お寄せくださった企業もございます。そのため、

現在の基金もまた既に議員ご承知の企業や商店と

タイアップした基金の範疇に含まれているものと

考えております。教育委員会といたしましては、

このような経緯から、新たに基金を創設すること

はせずに、現在の取り組みを継続し、充実させて

まいりたいと考えております。

むつ市子ども夢育成基金が今後さらに市民の皆

様方からご理解とご支援をいただき、より多くの

子供たちの活躍を手厚く支援していくことができ

るような、まさにむつ市民の子ども夢育成基金と

なるよう努めてまいります。

しかしながら、子供たちの教育環境の充実を図

るために、市民や企業等の参画意識を高め、市民

総がかりによる子育て体制をつくり上げていくべ

きという議員の熱意に対しては、心から感謝申し

上げる次第であります。

教育委員会といたしましても、このような熱意

に応え、市民の皆様方から期待され信頼されると

ともに、積極的にご支援、ご協力していただける

ような開かれた学校づくりに努力してまいりたい

と考えておりますので、ご理解を賜りたいと存じ

ます。

〇議長（山本留義） 選挙管理委員会委員長。

（畑中政勝選挙管理委員会委員長

登壇）

〇選挙管理委員会委員長（畑中政勝） 佐賀議員の

投票率向上についてのご質問にお答えします。

ご質問の１点目、投票率向上に関して実施して

いることは何かについてでありますが、以前にも

同僚議員のご質問にお答えしており、一部重複す

る部分がございますので、ご了承くださるようお

願いします。

佐賀議員が危惧しているように、この投票率が

低くなっている原因については、確たるものがご

ざいませんが、政治への不信感、年金、社会保障

制度の不安感、候補者の魅力が希薄になってきて

いるなどと推察され、そのことから候補者離れが

生じ、投票率が低下しているものと考えていると

ころです。

当市の投票率向上に向けた取り組みにつきまし

ては、市政だよりでの周知、選挙公報の発行、エ

フエムアジュールでの呼びかけ、防災行政用無線

での周知、入場券の発送及びその入場券に期日前

投票の宣誓書を印刷することで期日前投票を容易

にできるようにするなど、有権者への投票意欲を
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高める方策を講じております。

また、期日前投票所を本庁舎及び各分庁舎の４

カ所に設置し、投票時間を午後８時までとして投

票の利便を図っております。

さらに、むつ市明るい選挙推進協議会のご協力

をいただき、市内大型店７店舗の前で街頭啓発活

動を選挙時ごとに実施するとともに、市内13店舗

にお願いして、店内放送を通じて来店された方々

に呼びかけもしていただいております。

そのほかに実際に使用している投票箱や記載台

を学校に貸し出しをし、生徒会選挙などで使用し

ていただくことで投票意識の醸成を図ることも行

っております。

いずれにいたしましても、有権者の皆様方が投

票する権利を行使していただくように、地道なが

ら推進してまいりたいと考えておりますので、ご

理解を賜りたいと存じます。

ご質問の２点目、旧市町村の投票率と、３点目

の年代別投票率については、事務局長よりお答え

させます。

次に、ご質問の４点目、幼児、子供連れでの投

票についてお答えします。公職選挙法第58条、投

票所に出入し得る者で「選挙人、投票所の事務に

従事する者、投票所を監視する職権を有する者又

は当該警察官でなければ、投票所に入ることがで

きない。ただし、選挙人の同伴する幼児その他の

選挙人とともに投票所に入ることについてやむを

得ない事情がある者として投票管理者が認めたも

のについては、この限りでない」と定められてお

り、他自治体においては、文字が読める子供につ

いては、両親などの投票内容を読み上げて、公職

選挙法第52条の投票の秘密保持を犯してしまうお

それがあるため、投票所への子供の入場を断って

いるところもございます。

当市においては、投票管理者の判断に委ねられ

ており、子供への投票所への入場は寛容に捉え、

投票の秘密保持や投票所の秩序保持に特段の支障

が生じたとの実例もございませんことから、当委

員会といたしましては、今までどおりの対応でよ

ろしいかと考えておりますので、ご理解を賜りた

いと存じます。

〇議長（山本留義） 経済部長。

〇経済部長（澤谷松夫） 佐賀議員の鳥獣対策につ

いてのご質問の２点目、電気柵についてお答えい

たします。

、 、まず 電気柵の設置基準についてでありますが

これまで設置されなかった地区で農作物被害の多

い箇所、あるいは耐用年数の過ぎた箇所などを選

定し、農家等との協議を行いながら順次設置して

いる状況にあります。

次に、電気柵の補助率と事業期間についてであ

りますが、電気柵の整備につきましては、天然記

念物による食害防止という観点から、文化庁の文

化財関係補助事業の天然記念物食害対策事業を活

用しており、同事業の国の補助率は３分の２であ

、 。り 残りの３分の１は市の負担となっております

また、事業実施期間は平成20年度から平成29年度

までの10年間を計画しております。

次に、電気柵の修理状況と申請件数及び長さに

ついてでありますが、農家などから故障や異常の

報告があった場合には、職員や鳥獣被害対策実施

、 、隊員が現地へ出向き その都度修理を行っており

大畑地区においても小目名地区や二枚橋地区等の

電気柵の修理を行っております。申請件数につき

ましては、平成20年度から平成24年度まで64件を

申請しており、内訳としては、むつ地区４件、大

畑地区20件、川内地区26件、脇野沢地区14件とな

っております。また、総延長につきましては、毎

年度1,500メートルから2,000メートルを文化庁に

申請しており、今年度は大畑地区５件、川内地区

４件、脇野沢地区１件で、延べ1,500メートルを

設置いたしました。今後も農作物被害の軽減を図
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るため、農家などの要望を聞きながら、計画的に

電気柵の設置を進めてまいりたいと考えておりま

すので、ご理解賜りたいと存じます。

〇議長（山本留義） 選挙管理委員会事務局長。

〇選挙管理委員会事務局長（氣田憲彦） 佐賀議員

ご質問の投票率向上についての２点目、旧市町村

の投票率についてお答えいたします。

まず、７月21日に執行されました参議院議員通

常選挙の投票率は、むつ市全体で男51.02％、女

45.67％、合計で48.26％でありました。旧市町村

の地区別では、パーセントを省略して説明させて

いただきます。

むつ地区、男52.23、女45.68、合計48.87。川

内地区、男55.81、女51.57、合計53.57。大畑地

、 、 、 。 、区 男39.36 女39.40 合計39.38 脇野沢地区

、 、 。男55.81 女56.75 合計56.31となっております

次に、昨年12月に執行されました衆議院議員総

、 、 、選挙の投票率は むつ市全体で男55.09 女48.05

合計で51.44でありました。旧市町村の地区別で

は、むつ地区、男56.55、女47.99、合計52.15。

川内地区、男59.52、女55.18、合計57.22。大畑

地区、男42.93、女40.73、合計41.75。脇野沢地

区、男57.58、女61.76、合計59.78となっており

ます。

次に、ご質問の３点目、年代別投票率について

お答えいたします。投票率は、青森県選挙管理委

員会がホームページで紹介しているもので、昨年

12月に執行されました衆議院議員総選挙の結果を

お知らせいたします。

県内40市町村がそれぞれ平均的な１投票区を選

定し報告された40カ所を集計したものです。パー

セントは省略させていただきます。

20代、男32.58、女34.84、合計33.69。30代、

男44.78、女47.33、合計46.01。40代、男53.49、

女54.73、合計54.11。50代、男61.69、女60.98、

。 、 、 、 。合計61.33 60代 男68.10 女65.88 合計66.94

、 、 、 。 、70代 男68.93 女62.87 合計65.40 80歳以上

、 、 。 、 、男54.88 女35.86 合計42.12 全体で 男56.21％

女53.97％、合計で55.02％となっております。

以上でございます。

〇議長（山本留義） ８番。

〇８番（佐賀英生） 順番は下のほうから、選挙の

ほうからまいりたいと思うのですが、先ほど選挙

管理委員会委員長がおっしゃったとおり、投票率

とかそういうのは、今皆さん聞いていただいて大

体おわかりのことかと思うのですが、一番私が関

心を抱いたのが４番目の幼児、子供連れで投票所

に行くということでございまして、余り深くいけ

ば、やぶ蛇になる可能性もありますので、とりあ

えず聞いておきたいのが、さっき選挙管理委員会

委員長がおっしゃったのが公職選挙法の第58条と

日本国憲法の第15条の４項に当たる秘密選挙の部

分かと思われます。むつ市の場合は比較的事故、

またそういう事例がなかったので、許していると

いう部分があろうかと思いますが、この憲法の中

では、字が読める子供を連れていってはいけない

と。それは、いみじくもお父さん、お母さんが誰

に入れたかとか、そういうものをやるのを危惧し

ていることと思いますので、私も当然秘密選挙と

いう３原則の中の１つの選挙法ということは大事

かと思いますので、それはそれで理解しなくては

、 、いけないと思うのですが 余り厳しくし過ぎると

投票率が下がるというこの矛盾した部分もあろう

かと思います。この点は、現行どおり何とかよろ

しくお願いしたいと思います。

そこで、もう一つお伺いしたいのが、投票率を

上げるために全国各自治体で、青森県内でもあっ

たわけですが、商品券とか割引ですとかいろんな

手法があったかと思います。それについては、い

ろいろ賛否の分かれるところだと思うのですが、

選挙管理委員会委員長としては、そういう手法と

いうのはどのようにお考えかをお聞かせ願いたい
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と思います。

〇議長（山本留義） 選挙管理委員会委員長。

〇選挙管理委員会委員長（畑中政勝） お答えいた

します。

今回三沢市の選挙において、投票した方に飲食

店などで割引するというふうなものをテレビで拝

見いたしました。いわゆる選挙管理委員会として

は、この証明書を発行するという規定が全くない

わけです。そういうことで、各地区で証明書でな

く投票に行ったということで、ただその行った証

明書になるようなもの、投票済証という表現を使

っているようでございますが、それを使ってさま

ざまな活動をやっているようでございます。

私もこれを随分精査しましたけれども、全くよ

いほうに使われていればいいのですけれども、こ

の選挙に投票したという投票済証でもって、今回

は三沢市については商工会のほうが主体になっ

て、飲食店や商店などにその投票済証を持ってい

けば、割引すると。それに参画している商店とい

うことでございます。

こういうふうなものだけに限定されるというこ

とでなく、さまざまな使い方があるようでござい

ます。というのは、今回この投票済証は、大阪市

は前回の選挙から廃止したということを聞いてい

ます。そのほかにこの投票済証の利用の仕方につ

いてさまざまな、ちょっと問題もあるようなもの

も出てきております。と申しますのは、事業所単

位でもって、投票に行ったか行かないか、投票済

証を提示させるとか、またある団体では、その投

票済証を全部回収して、投票したら全部回収する

と、その団体の活動に使っているとか、そういう

使い方もあっているわけで、また一部には、門に

投票済証を張っている地区もあるとか。あくまで

もこの投票するということは、個人のプライバシ

ーの保護の問題にかかわるわけで、いわゆる投票

したかしないかということは、誰もこれは縦覧す

ることもできないわけです。

そういうわけで、選挙管理委員会としても、今

回三沢市で話題になったことを話し合ったのです

けれども、よいほうに使われていればいいのです

けれども、ちょっと誤った使い方をしますと、公

職選挙法に触れるおそれもあるのではないかと。

そういう懸念もされるということで、うちのほう

の選挙管理委員会としては、話は出ましたけれど

も、これについては余り話題とか、直接的には活

動する方向にはないということです。

以上です。

〇議長（山本留義） ８番。

〇８番（佐賀英生） 選挙管理委員会委員長、どう

もありがとうございました。私も同感でございま

して、最初は大変投票率向上に対してはいいのか

なと思っておりましたが、ヒアリングのときです

とか、いろいろ自分で調べていくうちに、なかな

か誤解を招きかねないような行動でもあるという

ようなものが感じられました。私は、今の選挙管

理委員会委員長の姿勢で正しいかと思いますの

、 。で これからもよろしくお願いしたいと思います

、 、続きまして 教育行政についてでございますが

先ほどるる教育長のほうからお伺いいたしまし

、 、て ちょっと私も知らないところがございまして

レジ袋の件ですとか、もろもろご協力をいただい

ている部分は、私が勉強不足で大変恐縮いたしま

す。

私が言っているのは、そのほかにも、例えば一

番商店が多いのかなと思うわけですが、198円の

ものを199円にして、ラベルに、ラベルといいま

すか、ポップといいますか、値段のところに、こ

れは子供たちのそういうもろもろの基金創生に１

円を寄附しているとか、そういうもののＰＲとい

う形でございます。先ほど教育長がおっしゃった

とおり、このでき上がった子ども夢育成基金がま

だ十二分に効果が発揮されていないと。やっては
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いるのですけれども、存分に生かし切れていない

という部分で、積み増しとかそういうのもまた今

後できるのではないかと。

私が一番懸念したのは、システムが違うとは思

うのですが、主に小学校、中学校の子供たちが対

象であると。私は、高校生等々も含めたものの考

え方をしたいと。

そして、またこれと違ったのが、今度は例えば

そういう企業や商店から募るとなれば、教育委員

会のみならず、今度は財務部ですとか、いろんな

ものが絡んできてややこしくなるのも多々あろう

かとは思うのですが、今後の課題として、逆にこ

れ一つにして積み増しをするような、条例をちょ

っとふやして積み増しできていくような形でもい

いかと思うのですが、いま一度商店等々から売り

上げの一部といいますか、それは企業の申告にな

るのでしょうが、198円のものを199円にして、そ

れは上乗せしてそれに持っていきますよというよ

うな方策、これを頼むか頼まないかは別にして、

そのような形に持っていくような方向性といいま

すか、教育長の範囲では、そういう考え方という

のはいかがでしょう。

〇議長（山本留義） 教育長。

〇教育長（遠島 進） 今の質問は、売り上げの一

部をある目的のために拠出してもらうと、そうい

うふうなことだろうと思うのですが、そのことを

教育委員会でこういうふうにしたいのだと、です

から各商店においては、このような基金を拠出し

てくださいというふうなことを企画してできる立

場ではないのではないかなと。そういうものを寄

附していただけるというお声をいただけるのであ

れば大変ありがたいことなのですが、教育委員会

自体がそれをお願いしますというふうな立場では

ないだろうというふうには思います。

以上です。

〇議長（山本留義） ８番。

〇８番（佐賀英生） そうですよね、いろんな部署

にまたがってきますし、また教育という部分では

余りそういう寄附行為ですとか、そっちは深く関

与しない部分かと思います。

そこで市長、今と同じ質問になるわけですが、

すぐにでなくても将来的に今みたいな積み増しで

すとかそういうものの協力を仰ぐと。例えばそれ

は委員会が設置になるのか、そういう団体をつく

っていくのか、形は別として、将来的にそのよう

な考えを持っていけるのかどうかというのはいか

がでしょう。

〇議長（山本留義） 市長。

〇市長（宮下順一郎） この部分は、行政のほうか

らこうしてくださいということはなかなか厳しい

ものがあろうと思います。先ほど教育長も壇上で

お答えをいたしましたように、さまざまな形の中

で、レジ袋と申しますか、有料化された部分をそ

れで、その収益の部分をご寄附なさったり、また

さまざまな会合なんかでの剰余金をこの子ども夢

、 、育成基金のほうにご寄附をなさったり また仏事

冠婚葬祭の部分で、そういうふうな形で篤志家と

申しますか、そういうふうな形でのご寄附をいた

だいて基金を造成しているわけでございます。そ

、 、ういうふうな形で これは行政がこれを強制的に

例えば消費税と同じような形の中で、カーリング

の場合は、バナナを買って１本何とかというよう

なことはあったように記憶しておりますけれど

も、それはまた行政ではないのではないかなと。

スポーツ団体がそういうふうな形、それは当然バ

ナナを売っている方々との協議の中になってくる

と思いますし、この部分で行政が、まずそういう

ふうな形で進めていくというのは、さまざまな問

題がいっぱい生じてくるものと、このように思い

ますので、厳しいものがあろうと、こういうふう

に思います。

〇議長（山本留義） ８番。
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〇８番（佐賀英生） わかりました。それは、やっ

ぱり民間団体のほうから、おのずと自ら望んでそ

ういうものをやってくるという形になろうかと思

いますので、いろいろ私も努力していきたいと思

います。

続きまして、電気柵の件なのですが、これは本

当に先般濵田議員も壇上で、またここでおっしゃ

、 、ったとおり かなり大畑から苦情が来ていまして

昔の電気柵というのは、何か上のほうだけ電気が

通っていて下のほうがないと。サルは、下から入

ってきたりなんかしていると、そういうのもあり

まして、結構古いやつを使っていると。新しいや

つは、上下についているものですからいいという

ところがあるのですが、その古い、上しか電気が

流れていないものの修繕とか修理、また下から入

るような予防策というのはとってあるのでしょう

か。まず、そこをお伺いしたいと思います。

〇議長（山本留義） 経済部長。

〇経済部長（澤谷松夫） ただいまの佐賀議員のご

質問にお答えいたします。

今お話がありましたとおり、平成20年度から平

成22年度まで設置した電気柵、京大式という電気

柵でございますが、この部分は維持管理が農家で

容易にできるというふうな反面、電気が通電して

いない網の下から侵入しやすいため、防風ネット

を取りつけるなどの修繕は必要となるものであり

ますが、平成23年度からは、通電範囲の広い北原

式という電気柵で対応しておりまして、設置費用

としては多少割高になるものでありますけれど

も、被害防止としては大変大きなものがある施設

でございます。

〇議長（山本留義） ８番。

〇８番（佐賀英生） ありがとうございます。やっ

ぱりそっちのほうに変えていかないといけない部

分があろうかと思いますので、よろしくお願いし

たいと思います。

それともう一つ、県の土地がすぐ自分の畑のと

ころにあると。サルは、多分通っていく道は、通

ると大体帰りは決まって、畑に来るのはみんなで

来るわけではなくて、その中のちょっといたずら

こきみたいなのが何匹か来て餌をもらっていくパ

ターンが多いと思うのですが、そういう例えば遠

くから県の木、その自治体で持っているところの

木等からはねたりなんかして来る、そういうとき

に、その木をどうにかしてくれとかなんとかとい

、 。うものは 今まで相談は来ていませんでしょうか

〇議長（山本留義） 経済部長。

〇経済部長（澤谷松夫） 今佐賀議員からご質問が

ありましたように、電気柵を飛び越えて侵入する

というケースだと思われますけれども、この案件

につきましては、二枚橋地区でサルの侵入を防ぐ

ための国有林の伐採ができないかというふうなご

要望がありましたけれども、下北森林管理署さん

のほうにはおつなぎいたしましたけれども、今ま

だ実施したというふうな状況はできてございませ

ん。

〇議長（山本留義） ８番。

〇８番（佐賀英生） この電気柵については、さっ

きも壇上で申しましたとおり、ある程度現役を引

退した方々が趣味と実益を兼ねて、またなおかつ

自家消費を兼ねて、また運動も兼ねてやっている

部分が多うございまして、せっかく手塩にかけて

。 、育てたものがサルに取られてしまうと サルには

多分罪はないのでしょうけれども、決して悪気で

はないのでしょうけれども、そういう部分があれ

ば大変残念な結果になります。なるべく、私がさ

っき壇上で述べましたが、電気柵というのはベス

トとは言わずセカンドベスト的な効果があるので

はないかと思っておりますので、これからがんが

ん要望させていただきますので、よろしく対処を

お願いいたします。

以上で終わります。
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〇議長（山本留義） これで、佐賀英生議員の質問

を終わります。

、 。ここで 午後２時20分まで暫時休憩いたします

午後 ２時１０分 休憩

午後 ２時２０分 再開

〇議長（山本留義） 休憩前に引き続き会議を開き

ます。

◎東 健而議員

〇議長（山本留義） 次は、東健而議員の登壇を求

めます。９番東健而議員。

（９番 東 健而議員登壇）

〇９番（東 健而） ９番、市誠クラブ、川内町の

東健而です。質問に入る前に、議長の許しを得て

一言おわびとお礼を申し上げさせていただきま

す。

皆さんもご承知のことと思いますが、このたび

川内町宿野部で男のお年寄りが行方不明になりま

した。この方は、私の近い親戚であります。９月

４日の午後、キノコをとりに行くと言って出たま

ま帰らず、その日の夕方からきのうと、むつ警察

署やむつ消防署、各部落の消防団の皆さん方の懸

命の捜索にもかかわらず見つかりませんでした。

しかし、きょう早朝から再び捜索したところ、間

もなく午前８時過ぎに無事発見されました。よく

５日未明の大雨と、きょうの寒さに耐えていたも

のと感心しております。この間、関係者の皆様に

は大変なご苦労とご協力をいただきましたことに

対しまして、親族を代表し、おわびと御礼を申し

上げます。本当にありがとうございました。

さて、今回のむつ市議会第217回定例会で私の

一般質問も８回目を迎えました。めぐりめぐって

ようやく２年が過ぎたという実感が湧いているこ

のごろでありますが、今回は３項目の一般質問を

させていただきます。

、 。まず１項目め 公職選挙法についてであります

この項目については、午前中の目時議員、午後か

らの佐賀議員と重複するところがありますが、前

議会で削除すれば文脈の流れに変化が見られると

いう市長の答弁がございましたので、通告どおり

質問させていただきます。

まず１点目、低投票率について伺います。７月

に行われたさきの参議院議員選挙の投票率を見る

と、全国の投票率では、男51.02％、女45.68％と

いう数字が出ています。合計の投票率は48.26％

と半分以下になったことが総務省の集計で示され

ました。本市でも、男が51.02％、女が45.67％で

あり、合計の投票率も大体同じで48.26％になっ

ています。これは、全投票総数の半分以下の人た

ちが何らかの都合で投票所に行かなかったという

ことですが、この今までにない低投票率を本市の

選挙管理委員会ではどのように受けとめているの

か伺います。

反面、これは今の政治に飽き足らず、政治に不

信任が突きつけられたようなものと受けとめられ

ても仕方のないことだと思います。人口減少が加

速し、原発がいつ収束するかわからず、景気も一

向によくなりません。自分の生活がどうなるのか

わからず不安だらけの今、選挙だけに重きを置く

我が国の体質が党利党略、個利個略に走り、国民

の信頼を失い、さらに将来不安が広がり、その政

治展望が国民目線から遠ざかり、雲の上のことと

映り、国民の本当に必要な医療、介護、年金、保

険の問題、最も懸念される地方社会の衰退対策や

少子高齢化対策などは全く示されませんでした。

政治が変わらない、昔の政治に逆戻りといったこ

とが選挙民の足が遠ざかる原因だったと考えま

す。

また、本県の選良たちは、選挙のときだけお願

いに来ますが、いざ当選してしまうと全く選挙民
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を振り返る気もないのでしょうか。自分のところ

だけがよくなればよく、下北のことなどどうでも

よく、県民と対話さえしようとしません。当選し

た多くの代議士が今まで少しずつでも地元のため

に尽くしてきたならば、地方社会はこんなに疲弊

することもなかったはずであります。これがこれ

からも続いていくと考えている人たちのいかに多

いことか。それが誰に投票しても同じだと考えら

れ、投票所へ足を運ばない理由の一つとなってい

ます。この投票率の低調に対して、当局はこれを

どのように捉えているかお伺いいたします。

２点目、投票率向上についてであります。これ

を受けて、今後いろいろな対策を考えていかなけ

ればならないと思いますが、これから２年後、統

一地方選挙がまいります。青森市の市議選は来年

、 、 、 、の10月と聞きましたが 知事選 県議選 市長選

地方選などがまいりますが、このままでは誰に投

票しても政治は変わらないという無関心層の拡大

が懸念されます。投票率向上には何が必要と考え

るか、選挙民に投票所へ足を運ばせるにはどうす

ればいいのか、いろいろな方策を考えていくべき

だと考えますが、この対策についてどのように考

えているのか伺います。

３点目、選挙人の年齢引き下げについてであり

ます。国からの指示があれば、それに従わなけれ

ばなりませんが、今成人式を18歳に引き下げ、投

票権を付与しようという意見が出ています。これ

、 。は 選挙制度を抜本的に変更することになります

高校を卒業すると同時に成人になり、選挙権を与

えるということになりそうですが、これは選挙と

はどういうものかというそのあり方を学ぶことを

学業に取り入れる必要があるのではないかと考え

ます。選挙については、生徒会長の選挙などで、

そのあり方を少しずつ経験しているようでありま

すが、今回の低投票率のように選挙を棄権したり

インターネット選挙の方法など選挙というものが

変わってきています。この成人の年齢引き下げに

ついての問題と選挙権の問題について、本市では

どのように考えているのでしょうか。

４点目、選挙ポスター掲示場設置の受注者につ

いてお尋ねいたします。ポスター設置場所の請負

についてでございますが、以前に設置はシルバー

人材センターで設置していたと思いますが、現在

土建業者が設置しているようであります。シルバ

ー人材センターでは、仕事量が減っていることか

ら、ことしの７月25日付で仕事量をふやしてほし

いとの要望が出され、議員全員にコピーが配布さ

れたのはご承知のとおりであります。仕事量が減

ってきているのになぜ変更になったのか、その理

由を伺います。

５点目、選挙ポスター掲示場の削減についてで

あります。選挙のポスター掲示場が随分多いよう

に思いますが、選挙管理委員会では数は妥当と考

えているのかどうか。旧町村部では、合併前に設

置箇所を少なくしたときがありましたが、合併し

たら、いつの間にか、その数がもとに戻っていま

す。ただの手違いとは思われないのですが、なぜ

このようになってしまったのか。人口が減ってい

るのに、ふえているのはなぜでしょうか。以前と

違い、選挙公報が毎戸に配布されるようになりま

した。それを見れば、候補者の顔や公約は全てが

わかるようになっています。看板の設置場所の削

減で経費節減を考えるべきだと思いますが、選挙

管理委員会ではポスター掲示場の削減についてど

のように考えているか、対応についてお伺いいた

します。

６点目、インターネット選挙の解禁についてで

あります。ことしの７月の参議院議員選挙からイ

ンターネット選挙運動が解禁になりました。地方

選挙では、インターネットに疎い人たちが多いと

思います。これを受けて、どのようなものか市民

に周知させる対策が必要であると考えますが、い
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かがでしょうか。

また、この流れはこれからの選挙という選挙に

取り入れられ、どんどん加速し、浸透していくも

のと考えますが、同時に選挙離れがふえていくも

のと危惧されます。この対策は考えているのかど

うか、本市の対応について伺います。

次に、２項目めであります農業の振興策と将来

構想についてであります。むつ市議会第213回定

例会で農政問題を取り上げましたが、私は農家で

はありませんので、農業に対しては非常にわから

ないところが多いと思っています。そこで、今回

はその中の土地改良区と耕作放棄地の利用の問

題、さらに農地にかかわる今後の問題点と将来像

について、前むつ市議会第213回定例会の質問と

似通った部分もありますが、単純にこのままでい

いのかという疑問と、農業者の視点に立ち質問さ

せていただきます。今回は、質問の順序が断片的

になって脈絡がありませんが、総体的にお酌み取

りいただきまして、お答えいただければ幸いと思

います。

まず１点目であります。本市の土地改良区の全

体像についてであります。土地改良区には、行政

側から補助金や助成金が投入されていますので、

今本市の土地改良区制度はどのようになっている

のか、その全体像について伺います。場違いな質

問になりましたら、ご容赦いただきたいと思いま

す。

現在存続している土地改良区について、数はど

のくらいか、その活動状況はどのようになってい

るか。また、今まで存在しながら解散や休止にな

った土地改良区はあるのかどうか、その役員や会

員の活動状況は今どのようになっているのか。存

続にかかわらず、解散した土地改良区の存在も耳

にしています。土地改良区の他の農業への資金援

助などはどのようになっているのか、大ざっぱで

結構ですので、お答えいただければと思います。

２点目、田畑の消滅で土地改良区の存続はどう

なるかということであります。何回も取り上げ、

今さらながらという気持ちもしますが、年老いて

耕作できなくなった農家の人たちが耕作放棄地の

問題を背負ってどうしていけばいいのか、大変困

惑しています。このままでは耕作する人たちがい

なくなり、農地が消滅してしまうのは時間の問題

であります。このことは、前回も指摘しておきま

したが、その対策に一向に進展がありません。農

業者に不安と未練が残る中、今川内地区では土地

改良区が先細りになってきています。その水路に

改修費用を投資していると伺っています。土地改

良区が存在し、減少傾向にあるとしても、農業者

が一生懸命田をつくっている以上は大変ありがた

いことだと考えますが、これが全面改修になるの

かどうか、改修の範囲と費用はどの程度になるの

でしょうか。

最近耕作者の減少で土地改良区の存在意義がさ

さやかれるようになってきました。農業のあり方

について、土地改良区が存続できるかどうか、今

岐路に差しかかっていると思いますが、後継者不

、 。足の折 存続ができなくなるおそれが出ています

後継者を養成し、農村に若者たちを定着させる構

想も欲しいところですが、どうにもならないと考

えているのか、何らかの対策を考えるべきと思い

ます。土地改良区の存続問題について、今後の対

処方法をお伺いいたします。

次に、３点目であります。土地改良区制度と賦

課金制度の現状認識と対応について伺います。再

度申し上げますが、私は農業者ではありませんの

で、差し出がましいことだとは思いましたが、土

、 、地改良区制度について 耕作放棄した人たちから

何十年たっても賦課金が請求されているという声

が聞かれます。代弁者として伺いますが、負担金

制度の疑問にお答えいただきたいと思います。

まず、この制度は昭和24年、1949年６月６日か
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ら始まり、当時は田を耕作するためには農業用の

給配水が重要視され、水路を確保、整理し、維持

管理することが耕作者の義務とされました。前む

つ市議会213回定例会と同じ部分を再度引用させ

ていただきますが、隣地との境界をはっきりさせ

るために共同であぜ道づくりなども行ったという

ことであります。このときに田を耕作している人

たちがこの制度に全て半ば強制加入させられ、共

同作業や賦課金を納めるようにしてつくられたの

がこの制度でした。今それから64年がたち、当時

耕作に携わっていた人たちも離農し、高齢化し、

田を耕作できなくなった人たちや、亡くなった人

たちが多くなっていることはご承知のとおりであ

ります。壮大なビジョンのもとでスタートしたこ

の制度ですが、今では多くの人たちが農業から離

れてしまい、水路利用が少なくなってしまいまし

た。農業を始めた当初は、まさか農業をやめなけ

ればならなくなるとは思っていなかったと思いま

す。川内町や他の改良区でも見渡す限り水田が広

がっていました。しかし、川内町ではその場所の

中間に道路が通り、田は分断され、水のはけ口が

悪くなってしまいました。やがて減反対策や米の

価格競争などから田から離れる人たちがどんどん

ふえていきました。64年がたち、誰でも農地がこ

んなに荒れ放題になるとは思っていなかったと思

います。

こんな中で、最近離農した人たちの家に伺いま

したら、賦課金制度がまだ生きていて、多くの方

々が耕作放棄しているのに、現在耕作している人

たちのために水路維持のための賦課金を納めさせ

られていることを聞かされました。利用していな

いのにデメリットだけが何十年も離農者の負担に

なっています。脱退したくても脱退できないと話

している農家もありますが、このままでは耕作者

が一人になっても、この賦課金を納める義務がつ

きまとうのではないでしょうか。単純に考えて、

これはおかしいのではないかと思いますが、その

理由についてお伺いいたします。

また、これが今、年金暮らしの人たちの過度の

重荷になっています。土地改良区制度は、飽和状

態になっていると思いますが、この賦課金の徴収

をいつまで続けていくつもりなのか。賦課金制度

の現状認識と今後の対応について伺います。

４点目、現行農地利用面積と土地改良区の存続

についてであります。合併後の土地改良区で、現

在まだ存続しているところはどれくらいか。川内

とむつ市の山辺沢、大畑が残っていることは、む

つ市議会第213回定例会で伺いましたので、理解

していますが、むつ市の他の改良区はどのように

なっているのか、この他になかったのかどうか。

また、差し出がましさを承知で伺いますが、田を

必要としない他の農業団体には賦課金制度や補助

金、負担金のようなものがあるかどうか。構想と

して将来農地を集約する場合、いろいろなしがら

みなども考慮しなければなりませんので、説明で

きる範囲で結構ですので、お答えいただきたいと

思います。

また、農業政策について、政府は増産体制を進

めるビジョンを描いているようですが、これに呼

応するときが来ると思いますので、伺います。本

市全体の土地改良区で、現在作付されている田畑

の面積はどのくらいか。耕作放棄地の面積は増大

、 。しているが それはどのくらいに上っているのか

ピーク時と現在の作付面積の比較について伺いま

す。

また、本来の目的である水路の管理や耕作放棄

、 、した境界の保守など どのように保たれているか

当初の思惑どおりに継続されているか。田畑の縮

、 。小で いずれは田畑をつくる人がいなくなります

、 、ただ 水路だけが残るのではないかと思いますが

土地改良区の存続と今後についてどのように考え

ているのか伺います。
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５点目、土地改良区取り下げ申請と負担金の改

廃についてであります。この土地改良区制度は、

初めにも申し上げましたが、昭和24年に申請され

ています。64年がたち、大部分が目的を失ってし

まった現状に鑑み、申請を取り下げ解散し、賦課

金や負担金は利用している耕作者で再度申請加入

し、耕作放棄した場所の賦課金徴収を廃止すべき

ではないかと考えますが、土地改良区取り下げ申

請と賦課金の改廃についてどのように考えるか、

お答えいただきたいと思います。

６点目、資金調達と小水力発電設備導入につい

てであります。電力の送電網に余裕がないため、

太陽光発電や風力発電などの再生エネルギーの導

入には送電線の利用ができないことが紙面に見ら

れますが、農業を活性化するための発想の転換と

将来構想の提案として受けとめていただきたいと

思います。

３月の新聞記事ですが、青森県では農業用水を

利用した小水力発電を十和田市三本木地区に設置

することが書かれていました。県農村整備課の課

長は 「県内には延長１万1,000キロにわたる農業、

用水路があり、農業用ダムも含めると潜在的な発

電能力は一般家庭で2,700戸分に相当する。再生

エネルギーの徹底活用で農村の活性化につなげら

れれば」とコメントとしています。この政策は、

実験段階だと思いますが、県で設置の方向で利用

できるのであれば、資金面では県が負担してくれ

るとのことであります。交渉すれば、本市の川内

地区の土地改良区でも利用できるのではないかと

考えます。これを利用すれば、売電により今まで

離農者にも負担をお願いしてきた資金面での補助

的な役目も可能になり、負担をお願いしなくても

よくなります。農林水産省で今力を入れている経

営所得安定対策や農地再生制度、土地集約制度な

ど、あらゆる制度を利用し、若者たちを農地に定

着させるビジョンが描けます。農業委員会で耕作

放棄地を所有者から借りて集約していただけれ

ば、徐々に農地を再生できる可能性があります。

ＮＰＯ法人や農業法人などを立ち上げ、農業再生

に取り組む機会が訪れています。先細りの農業政

策を大転換するときが来ていると思いますが、以

上の構想について、市長はどのように考えるかお

伺いいたします。

７点目であります。雇用対策に耕作放棄地の活

用をしてはどうか。以上のことから、資金調達が

軌道に乗れば雇用が生まれます。まだ農業に従事

している人たちもいます。これらの人たちのノウ

ハウを吸収し、また動員し、生きがいや働きがい

を提供し、知恵をかりたり、６点目に説明した制

度を活用し、本市の眠っている資源を最大限に活

用するべきときが来ていると思います。田にこだ

わらず農地を利用する千載一遇のチャンスが訪れ

ているのではないでしょうか。

最近のテレビ放送で、ある村の村長が 「外か、

らの資本で事業をやっても雇用は確かに生まれる

が、もうけは外へ出てしまう、また企業はどうに

もならないと感じるとさっさと逃げてしまう。地

元の１次産業に集中投資をして、若者たちの定着

を図らなければ村は消滅する」といって、10年く

らいの試行錯誤を繰り返しながら、東京ドーム十

数個分のエビの養殖場をつくり、成功した例を放

送していました。その村長さんは、現在は他界し

ていませんが、私はその村長の高い理想に感動し

てしばらく聞き入っていました。若者の定着がな

ければ、本市の将来がないことは前議会でも申し

述べさせていただきましたが、膨大な耕作放棄地

を利用し、いろいろな政策を動員し、活性化の道

を探り、働く場所がなく、働きたくても働くこと

のできない人たちに雇用を確保し、少しずつ収入

の道を選択する機会を与えてはいかがでしょう

か。市長は、この耕作放棄地利用と雇用対策につ

いてどのように考えるかお伺いいたします。
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８点目でございます。耕作放棄地の埋設とコン

プライアンスについてであります。関連したこと

は、むつ市議会第213回定例会でも取り上げさせ

ていただきましたが、今回はこの厳格な農地法、

農振法という法律を曲げることができるのかどう

かという質問であります、農地法や農振法は、ど

んなに荒れ放題になっても、田畑は他に転用でき

ないという法律であります。これがあって、農地

は守られてきたのはご承知のとおりであります。

ただし、農地の持ち主が住宅を建てる場合、どう

しても農地でなければ建てるところがないと認め

られる場合に限り、500平米に限り埋設し、家を

建てることができることになっています。また、

売買に関してですが、農業を営んでいる人同士の

貸し借りや売買は認められていますが、それ以外

の第三者には売買できないという厳格な規定があ

ります。本市の場合、旧川内町の耕作放棄地がど

んどん埋められています。近年まばらに埋められ

、 、ていた田が ことしになってどんどんつながれて

みるみるうちに大きな土地が出現し、非常にびっ

くりしました。そして、そこに建設業者の置き場

、 。がつくられ さらに埋設箇所が拡大されています

これは、農地法や農振法を解除できてのことなの

か。市独自では許可はできないと思っていました

が、国や県の許可を得たのかどうか。これを農業

委員会では知っているのか。農地法や農振法があ

、 。りながら それから逸脱しているように感じます

コンプライアンスはどうなっているのか伺いま

す。

また、私が申請したときには、非農地証明を持

参し、証明書発行を打診しましたが、農振法は剥

がせないと頑強に拒否されました。埋設するため

の方法があるのかどうか、本市の農業委員会では

独自で許可を与える権限を有しているのか、県で

はこのことを知っているのか。私は埋設すること

に反対ではありません。かえって埋め立て、畑に

し、利用価値を高めることに賛成であります。し

、 。かし この場所の埋設の過程が不透明であります

農業委員会では、国の定めた農地法や農振法を無

視することができるのか、またどうすれば埋設の

許可がおりるのか、ご指導とご教示を賜りたいと

思います。

９点目、農地売買後の土地改良区からの脱退と

賦課金についてであります。紛らわしい問題をお

。 、聞きします 農地を埋め立てして売買できるのか

名義が変更になった場合、賦課金などがどうなる

かという問題であります。農地を同僚の農家に売

買した場合、土地改良区の賦課金や脱退はどうな

るのか。わかりそうでわからないのがこの問題で

あります。また、最近建設業者との売買がなされ

ているようでありますが、農業委員会ではこのこ

とを知っているかということであります。その場

合売買はできるのか、土地改良区の賦課金はどう

なるのか。土地の権利が譲渡された場合、事前に

賦課金に対しても売り主から権利が他人に渡り、

消滅すると考えますが、この場合改良区では脱退

を認可容認するのか、賦課金の請求は買い主に移

るのかどうか伺います。

10点目であります。田を畑にして米以外のもの

を栽培する構想についてであります。これは、提

案でありますが、川内町や大畑、山辺沢などには

膨大な耕作放棄地があります。７番目の問題と重

なる部分がありますが、ご容赦いただきたいと思

います。

この耕作放棄地を埋設し、田と畑とを分離し、

荒れ放題になっているところを畑にして有効活用

する方法であります。近ごろ温暖化の影響で、我

が国の西日本では果樹栽培ができなくなるおそれ

が指摘されています。果樹栽培には補助金が出ま

せんが、これからの本市の将来構想として米づく

りにばかり固執していないで、政府の政策と呼応

して農業を再生する方向性を探るべきときだと思
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います。下北半島は、果樹栽培に向いているかど

うかは、これからの取り組み次第ですが、農地法

では田を畑にすることについては規制する条文が

ありません。農家が田を田として利用できない以

上、ここに土を盛り、畑に転用して農作物づくり

を考え指導するということもあり得ます。一坪地

主や自家用の野菜づくりなどの道も開けてきま

。 、 。す 埋設となれば 区画整理の問題も出てきます

造成には時間もかかり、栽培されるものも選定し

なければなりませんが、６次産業化の道も開けて

くるのではないかと思います。途方に暮れている

農家の手助けの一環にもなると思いますが、いか

がでしょうか。

次に、３項目め、福祉対策についてお伺いいた

します。在宅介護者の把握についてであります。

老老介護、親子介護、兄弟介護など、自宅での介

護が問題になっています。これは、入所希望者が

多過ぎて待機させられている人たちの数が年々増

加傾向にあり、施設の受け入れ態勢が追いつかな

いためと聞いています。また、入所費用が高額の

ため、介護者を介護施設に入れることができない

。 、人たちがいるのも事実であります 自宅で介護し

家族や兄弟でかわるがわる親の面倒を見ている姿

も見られます。また、子が親の面倒を見るため、

仕事をやめたり資金不足になり、長期の介護で疲

れ、思い詰めるなどの事例も社会問題となってい

ますが、本市では自宅、在宅介護者の存在をどの

程度把握しているのか伺います。

２点目、在宅介護者への支援についてでありま

す。子が親の面倒を見るのは、いつの時代でも同

じでありますが、最近特に他人事とは思えない事

態が発生しています。目立つのは、長期療養や介

護で資金不足となり、疲れ果て、夫婦、親子、兄

弟などの世をはかなむ姿であります。在宅介護者

にも介護度に応じた資金援助をするべきだと思い

ますが、それができないことが先日ＮＨＫで放送

されていました。資金援助があれば在宅介護者が

多くなり、特養施設に影響がいくとのことで、施

設擁護の観点から、在宅介護者に圧力がかかるこ

とが懸念されると、年老いた娘が自宅介助してい

る寝たきり老人を訪問診療していた医師のコメン

トがありました。この問題は、これからさらなる

介護者がふえることから、真剣に議論を重ねてい

かなければならない問題でありますが、このまま

だと健常者まで追い詰められることになりかねま

せん。在宅介護者の介護度に応じた資金援助と資

金体制について、支援体制について、本市ではど

のように考えているのか伺います。

３点目、介護保険財政の今後の対応についてで

あります。本市では、今まで特養施設の増設など

で負担割合がかさむたびに介護保険の値上げがさ

れてきました。今回は、この問題の質問でありま

す。介護者の数が多く、介護施設の増設について

は理解しますが、増設するたびに介護保険の値上

げがなされたのではたまったものではありませ

ん。利用者負担の趣旨はわかりますが、利用して

いない方々まで負担するこの制度は、単純に考え

てどうもおかしい制度だなという感じがします。

、 。今までは いたし方がないと思ってまいりました

しかし、今介護の世話になっていない低年金者の

人たちの生活は、食料品、物価の値上がりやガソ

リンの価格、電気、ガスなどの公共料金の値上が

りなどで、幾ら節約しても生活が苦しくなってい

る人たちが出てきています。年金から天引きで、

頼りにしていた生活費は先細り、もう限界だと話

している人も出てきました。生きている限り、電

気、ガス、水道、電話、燃料、病院代などは毎月

かかります。お年寄りたちはなおさらです。生活

費からそれを差し引けば、食料へ回る予算が足り

ず、食べ物を切り詰めて生活している人たちも出

てきていることをご存じでしょうか。介護保険を

値上げすれば悪循環を併発し、生活保護への依存
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者が激増していくことも予想されます。今苦しみ

ながら税金を支払っている人の中にも、さらなる

負担がかかり、税金を支払えない人も出てくると

思います。また、特養施設では、増床されている

ところがあると伺っていますが、介護保険の値上

げにつながらないのかどうか、介護保険財政はこ

の増床によって影響を受けることがないのかどう

か伺います。

４点目、介護前の認知症対策への取り組みは今

どうなっているかということであります。介護保

険財政に無理がかからなくするための対策とし

て、介護依存を先延ばしするための対策が必要だ

ということで、いろいろと議論がされたことがあ

りましたが、それが一向に市民に浸透していない

ようであります。これでは、議論があって効果な

しと思われても仕方がないことですが、介護前の

認知症対策は今どのようになっているのか伺いま

す。

５点目、特養の入所介護者と入所待機者の数の

把握についてであります。今まで特養施設が時々

増設されてきましたが、入所者と待機者の数がど

のようになっているのかよくわかりません。不足

が解消されたのかどうか、行政側でしっかりとし

た数字を押さえているのかどうか、入所待機者の

順番と増減の報告はあるのかどうか、総体的な入

所者の把握はどのように行われているのか伺いま

す。

６点目、順番を待つ待機者の入所先送りと即日

入所についてであります。時折順番を度外視した

入所で優先措置を受けている介護者があることが

自宅待機者の中から聞かれます。また、施設に入

るのに何年も待たされているのになかなか入れな

い、施設の管理者と面識があれば優先的に入所で

きると、入所し介護を受けている人の中からも聞

こえています。これは、入所希望の緊急性からや

むを得ないと判断された場合に認められることで

すが、これとは別に極秘に管理者に入所依頼をし

て入所の順番を飛び越えて入所しているケースが

あります。どうすればこのようなことがまかり通

るのか。このことは、不公平きわまりないと思い

ますが、この嘆かわしい実態を行政側では把握し

ているのかどうか。

行政では、待機者を減らすということで、一昨

年介護保険の値上げがなされ、施設の増設を議会

で承認されました。新規の増床が一昨年完成した

ばかりであります。介護保険財政から億単位の資

金投下を受けながら、管理者の意思でこんなえこ

ひいきが許されるのかどうか。こんなことであれ

ば、将来介護保険の負担をお願いするようになっ

たとしても、市民は納得しないと思います。以上

は、道徳的配慮と倫理的な問題ですが、公平性と

コンプライアンスについて、行政側の対応はどの

ようになっているのか伺います。

次に、７点目であります。訪問看護と終末医療

体制についてでありますが、誰でも年をとって最

期を迎えるときが参ります。その場合問題になる

のは、自分が最期をどこで迎えるのかということ

であります。皆高齢化を迎えているためか、福祉

施設で迎えるのか、自宅で迎えるのかが、今介護

を受ける前の人たちの話題に上るようになってき

ました。病気や痴呆症でどうにもならなくなった

場合、延命治療をどうするかも家族の深刻な問題

ですが、個人の意思を尊重した対応も関心事にな

っているようです。これも医療議会に関する問題

ですが、この論点を踏まえて、福祉対策として公

平に考えるべき課題が問題提起されています。施

設に入所している人には、介護度に応じた高額な

介護保険が交付されますが、自宅で終末期を迎え

、 。る人たちに対しては それがないと聞いています

自宅介護者を助けるための対策も必要と思います

が、終末期を迎えた人たちに対する介護保険サー

ビスの対応は今どのようになっているのかお伺い
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いたします。

以上で壇上からの質問を終わります。

〇議長（山本留義） 市長。

（宮下順一郎市長登壇）

〇市長（宮下順一郎） 東議員のご質問にお答えい

たします。

公職選挙法についてのご質問につきましては、

教育委員会及び選挙管理委員会からの答弁となり

ます。

次に、農業の振興策と将来展望についてのご質

問にお答えいたします。ご質問の１点目、本市の

土地改良区の全体像についてであります。土地改

良区は、農業協同組合や漁業協同組合などと同じ

く独立した法人組織として農業者により組織され

ている団体であり、市内には４団体が組織されて

おりましたが、平成16年に土手内土地改良区が揚

水機組合へ移行したことから、現在は川内町土地

改良区、むつ山辺沢土地改良区、大畑土地改良区

の３団体が土地改良法で認められている賦課金を

徴収し、それぞれの団体の管理地を管理されてい

るものであります。

市内土地改良区の現状については、いずれの団

体も従事者の高齢化や後継者不足などから作付面

積が減少し、耕作放棄地が増大するなど厳しい運

営状況にあると伺っております。このことから、

市では土地改良施設維持管理事業費補助金のほ

か、農地・水保全管理共同活動支援交付金により

水路、農道等の保全管理などへの助成を通じて農

家の負担軽減に努めているほか、県と連携し、老

朽化した川内地区の幹線用水路の改修を進めてい

るところであります。

また、土地改良区管理地以外の農道や水路の維

持管理に係る助成については、市が事務局をして

いるむつ市地域農業再生協議会から各地区の転作

組合や農事実行組合へ助成を行っているところで

あります。

ご質問の２点目、田畑の消滅で土地改良区の存

続はどうなるかから、６点目の資金調達と小水力

発電設備導入について及び９点目の農地売買後の

土地改良区からの脱退と賦課金についてのうち脱

退と賦課金につきましては担当から答弁いたしま

す。

次に、ご質問の７点目、雇用対策に耕作放棄地

の活用をしてはどうかについてであります。当市

の耕作放棄地は、湿田が多く、柳等も生えている

など、作付条件の不利な箇所が多いことから、農

業委員会と連携のもと、農地の受け手と出し手の

条件を整理しながら、畑地として利用が可能な条

件のよい箇所から意欲のある担い手等に農地のあ

っせんを進めていくほか、人・農地プランで新規

就農者、担い手等の参入を位置づけるとともに、

国の制度である新規就農経営継承総合支援事業及

び担い手への農地集積推進事業等を活用し、農地

の利用と雇用の拡大を目指してまいりたいと考え

ております。

ご質問の８点目、耕作放棄地の埋め立てとコン

プライアンスについて並びにご質問の９点目のう

ち、農地に関連することについては農業委員会か

ら答弁があります。

次に、ご質問の10点目、水田を畑地にして米以

外のものを栽培する構想についてであります。当

市の水田を畑地として利用している事例として

は、飼料作物のほか川内地区の一部でアスパラ、

大豆、夏秋イチゴ等が栽培されているほか、畑地

ではアピオスやニンニクといった新しい作物の栽

培がなされております。今後も県や農協と連携し

ながら、水田の畑地化も含め畑作農業の振興に努

めてまいりたいと考えておりますので、ご理解賜

りたいと存じます。

次に、福祉対策についてのご質問にお答えいた

します。なお、ご質問の１点目、在宅介護者の把

握について、４点目の介護前の認知症対策への取
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り組みは今どうなっているか、５点目の特養施設

の入所者と入所待機者の数の把握について、６点

目の入所待機者の入所先送りと即日入所について

及び７点目の訪問看護と終末医療体制について

は、担当から説明をいたします。

まず、ご質問の２点目、在宅介護者への支援に

ついてであります。自宅で生活している要介護者

は、ホームヘルプやデイサービスなどの在宅介護

サービスを利用することができるほか、在宅で介

護されている方々の負担を少しでも軽減するた

め、さらに介護保険制度の中の地域支援事業を活

用することができます。その事業の中で市民税非

課税世帯に限り、要介護４、５の方をご家族が１

年間介護サービスを利用しないで介護した場合に

５万円を支給する家族介護慰労金や、介護家族や

援助者の知識や技術習得のための家族介護教室の

ほか、介護用品の支給、家族介護者の交流事業等

各種事業を実施しております。

議員ご指摘の在宅介護者に対するさらなる資金

援助は、市独自の単費事業となり、大きな財源を

必要とすることになりますので、介護保険制度内

の福祉ニーズに合った支援にとどめておくことが

肝要と考えるところであります。

次に、ご質問の３点目、介護保険財政の今後の

対応についてであります。介護保険制度は、介護

給付費の50％を介護保険料で、残りの50％を国、

県、市が公費で賄うことが規定されており、介護

給付費が伸びれば、それに比例して介護保険料も

上げざるを得ない仕組みとなっております。むつ

市においては、平成24年度から第５期の介護保険

料を増額しておりますが、これは高齢者の自然増

による介護給付費の伸びや施設整備等による伸び

を見込んだものであり、市民のサービスニーズを

反映するよう努力した結果であります。

議員ご指摘のように、65歳以上の方の保険料に

ついては、生活に直結する負担であることは十分

推察されるものの、介護保険制度は国民相互で助

け合う制度であり、保険料を拠出し合うことによ

って運営される仕組みでありますので、ご理解を

賜りたいと存じます。

なお、国は来年提出予定の介護保険法改正案の

中で、今後の低所得者への負担軽減のため、保険

料の軽減措置を拡充することや、一定以上の所得

者に対する介護サービスの自己負担割合を１割か

ら２割に引き上げるなど応能負担の考え方を取り

入れ、運営のあり方を検討しているところであり

ます。したがいまして、介護保険財政につきまし

ては、国の動向も注視ながら対応してまいりたい

と考えておりますので、ご理解を賜りたいと存じ

ます。

〇議長（山本留義） 教育長。

（遠島 進教育長登壇）

〇教育長（遠島 進） 東議員の公職選挙法につい

てのご質問にお答えいたします。

ご質問の３点目、選挙人年齢の引き下げについ

ては、義務教育では選挙のあり方についてどのよ

うに学んでいるのかお答えをいたします。議員ご

指摘のように、選挙とはどういうものなのかを学

び、選挙に着目して望ましい政治のあり方及び主

権者としての参政のあり方について考えさせ、公

正な世論の形成と国民の政治参加が大切であるこ

とに気づかせていくことは大変重要な学習活動で

あると認識しております。

義務教育における選挙のあり方に関する指導に

ついては、小学校では第６学年において学習し、

中学校では歴史的分野との関連を図りながら、第

３学年において公民的分野で学習しております。

その学習内容につきましては、学習指導要領に基

づき日常生活における政治の働きと我が国の政治

の考え方を取り上げるとともに、参政権という国

民が持つ権利と選挙によって民主政治が成り立っ

ていることを指導しているところであります。
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また、民主主義の基本である選挙を正しく理解

できるよう中学校においては生徒会役員選挙を実

際に近い形で実施しております。このような生徒

会役員選挙を通して議会制民主主義の意義につい

て考えさせ、多数決の原理と、その運用のあり方

の理解を深めることを目的としております。

あわせて、生徒が政治に対する関心を高め、将

来の有権者として主体的に選挙権を行使し、社会

に積極的にかかわろうとする姿勢を育んでいくこ

とも大きな目的としております。

ここ数年、国会等では若い世代を政治に参加さ

せるため、選挙権を与える機会を18歳に引き下げ

る議論がなされておりますが、引き下げるか否か

にかかわらず、教育委員会といたしましては、将

来の主権者を育てるうえで民主主義の本質に関す

る理解を深め、公民としての基礎的教養を培い、

民主的、平和的な国家、社会の形成者として必要

な公民的資質の基礎を養う社会科教育を充実させ

てまいりたいと考えておりますので、ご理解とご

支援を賜りますようお願いいたします。

〇議長（山本留義） 選挙管理委員会委員長。

（畑中政勝選挙管理委員会委員長

登壇）

〇選挙管理委員会委員長（畑中政勝） 東議員の公

職選挙法についてのご質問にお答えします。

ご質問の１点目、低投票率についてとご質問の

２点目、投票率向上については、関連がございま

すので、一括してお答えします。

さて、今回の参議院議員選挙の当市の投票率が

48.26％と50％を切ったところについては、大変

残念な結果になったと思っているところです。平

成になってから、参議院議員選挙が10回ありまし

たが、今回を含め４回が50％を切っており、先ほ

ど佐賀議員にお答えしたような原因が推察される

ところであり、この低投票率については大変な危

機感を感じております。

当市の投票率向上に向けた取り組みにつきまし

ては、市政だよりでの周知、選挙公報の発行、エ

フエムアジュールでの呼びかけ、防災行政用無線

での周知、入場券の発送及びその入場券に期日前

投票の宣誓書を印刷することで期日前投票を容易

にできるようにするなど、有権者への投票意識を

高める方策を講じております。

また、期日前投票所を本庁舎及び各分庁舎の４

カ所に設置し、投票時間を午後８時までとして投

票の利便を図っております。さらに、むつ市明る

い選挙推進協議会のご協力をいただき、市内大型

小売店７店舗の前で街頭啓発活動を選挙時ごとに

実施するとともに、市内13店舗にお願いして、店

内放送を通じて来店された方々に呼びかけもして

いただいております。

そのほかに実際に使用している投票箱や記載台

を学校に貸し出しをし、生徒会選挙などで使用し

ていただくことで投票意識の醸成を図ることも行

っております。

いずれにいたしましても、有権者の皆様方が投

票する権利を行使していただくように、地道なが

ら推進してまいりたいと考えておりますので、ご

理解を賜りたいと存じます。

次に、ご質問の４点目、選挙ポスター掲示場設

置の受注者についてお答えします。確かに合併以

前の川内町では、社団法人むつ市シルバー人材セ

ンターに掲示場設置をお願いしたときがあると伺

っておりますが、現在の業務委託を発注する考え

方は、設置、保守管理、撤去を一括とし、特に緊

急時に迅速な保守の対応ができる業者を指名し

て、地方自治法施行令及びむつ市契約規則にのっ

とり、指名競争入札しておりますので、ご理解を

賜りたいと存じます。

次に、ご質問の５点目、選挙ポスター掲示場の

削減についてお答えします。ポスター掲示場の設

置箇所につきましては、合併前の平成16年の参議
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院議員通常選挙における旧川内町の設置箇所は

98カ所でございました。今回の選挙での設置箇所

数は93カ所と５カ所減少しております。このポス

ター掲示場の設置箇所数は、公職選挙法施行令第

111条の規定により、その投票区の選挙人名簿登

録者数と面積で設置箇所の数が定められ、川内町

。 、地区の基準数が98カ所であります しかしながら

地域によっては、それでは多いところや少ないと

ころがありますことから、県選挙管理委員会と協

議をして調整を図っておりますので、ご理解を賜

りたいと存じます。

次に、ご質問の５点目、インターネット選挙運

動解禁についてお答えします。このインターネッ

ト選挙運動の解禁は、解禁という言葉を使ってお

りますが、誰もが自由にいろいろなことができる

ということではありません。あくまで選挙運動期

間のみの間、インターネットを使った選挙運動が

できるというものでありまして、公職選挙法によ

る規定が適用されておりますので、ご注意くださ

るようお願いします。

議員お尋ねのインターネット選挙運動の周知に

つきましては、その概要を市のホームページに掲

載したいと考えておりますので、ご理解賜りたい

と存じます。

〇議長（山本留義） 農業委員会会長。

（立順一農業委員会会長登壇）

〇農業委員会会長（立順一） 東議員のご質問に

お答えをいたします。

ご質問の８点目、耕作放棄地の埋め立てとコン

プライアンスについて、並びにご質問の９点目、

農地に関することについてでありますが、農業委

員会は農地法第３条に基づく耕作目的の農地の権

利移動、賃貸借等の権利の設定に関する許可業務

を行っており、許可要件として、農地の適正な有

効利用計画の作成、地域との調和要件等がござい

ます。

農地転用については、許可権限者である青森県

へ農業委員会の意見を付して許可申請書を送付す

る役目を担っております。農地を住宅、駐車場等

に転用する場合、許可要件として立地基準、一般

基準等の基準要件があり、自己所有地を自己転用

する場合の農地法第４条申請と農地の賃貸借の設

定、権利を移動し転用する場合の農地法第５条申

請がございます。

非農地業務については、国において平成20年４

月15日、農林水産省経営局長通知により、耕作放

棄地に係る農地法第２条第１項の農地に該当する

か否かの判断基準が示されており、それに沿った

非農地証明事務取扱基準を作成し、対応している

ところでございます。登記簿上の種目が農地であ

る土地について、その土地が森林等の様相を呈し

ているなど、農地に復元するための物理的な条件

整備が著しく困難な場合、またそれ以外であって

も、その土地の周囲の状況から見て、その土地を

農地として復元しても継続して利用することがで

きないと見込まれる場合には非農地に該当するも

のであり、農地の行政上、特に支障が認められな

い土地で農地法の適用を受けない旨の証明業務で

あります。

また、農業振興地域の整備に関する法律に基づ

く農用地区域については、今後とも農地として利

用される見込みがあるとされることから、取り扱

いができないことになっております。

農業委員会では、農地管理の一環として、無断

転用農地の遊休化などに対して日常的な実態把握

に努め、市政だより、むつ市ホームページでの普

及啓発にも努めており、現在行っている農地パト

ロール、農地利用状況調査などにより、不適切な

事例が発生しないよう発生防止、指導に努めてい

かなければならないと考えておりますので、ご理

解賜りたいと存じます。

東議員ご承知のとおり、田から畑地にする場合
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は、農地法での規制はありませんが、それぞれの

地区において、土地改良区等が設置されている場

合は、それぞれの承諾等も必要になる場合もあろ

うかと存じますので、調整されたうえ、農業委員

会へ届け出をしていただくことになろうかと存じ

ます。

農業委員会といたしましては、農地法等を厳守

し、法の基準に照らし、業務を進めてまいります

ので、ご理解を賜りたいと存じます。

〇議長（山本留義） 経済部長。

〇経済部長（澤谷松夫） 東議員の農業の振興策と

将来展望についてのご質問の２点目、田畑の消滅

で土地改良区の存続はどうなるかから、６点目の

資金調達と小水力発電設備導入について及び９点

目の農地売買後の土地改良区からの脱退と賦課金

につきましては、関連がありますので、一括して

お答えいたします。

まず、川内地区で計画している幹線用水路の改

修につきましては、施設の老朽化に伴い、県営事

業で改修工事を平成24年度から平成27年度までの

４カ年事業として計画しております。事業の内容

としては、総延長6,265メートルのうち、老朽化

、部分614.8メートルの改修工事を行うものであり

総事業費は約１億2,700万円となっております。

、 、次に 本市の合併後存続している土地改良区は

市長が答弁いたしましたとおり、川内町土地改良

区、むつ山辺沢土地改良区、大畑土地改良区の３

団体であります。また、土地改良区管理地の水稲

作付面積についてでありますが、土地改良区発足

、 、時 ３団体の耕作面積は合計で約520ヘクタール

組合員数は1,070名でありましたが、現在は農業

従事者の高齢化などにより３団体で水稲作付面積

は約33ヘクタール、耕作者数は71名に減少してい

ると伺っております。

次に、資金調達と小水力発電設備導入について

でありますが、県内で農業用水路を利用した小水

力発電は、ため池からの放流水で水車を回し発電

する施設としては五所川原市が、農業用水路の落

差を利用して水車を回し発電する施設としては七

戸町の２カ所が稼働しており、十和田市では県が

出力196キロワットの実用施設の建設を計画して

いると伺っております。しかしながら、川内地区

の農業用水路を活用した小水力発電設備導入につ

いては、小水力発電に必要な落差がなく、また夏

場以降の十分な水量が確保できないなどから、実

用可能な発電量が確保できない状況にあると伺っ

ております。

次に、土地改良区の存続や組合からの脱退及び

賦課金の徴収についてでありますが、土地改良区

は市長が答弁いたしましたとおり、農業協同組合

や漁業協同組合などと同じく独立した法人で、土

地改良法の認められている賦課金を徴収し、管理

地を管理しているものであり、土地改良区の存続

や賦課金のあり方については、各土地改良区の事

案であり、市が関与できる事案でないと考えてお

りますので、ご理解を賜りたいと存じます。

〇議長（山本留義） 東議員、私は議長として議員

の発言は最大限尊重しますけれども、私どもむつ

市議会といたしましては、おおむね１時間という

ことが決まってあります。もう２分ほど過ぎてい

ますけれども、答弁させますか。

（ おおむねだから、やったほう「

いいよ」の声あり）

〇議長（山本留義） ただ、東議員、あなた大ベテ

ランがこういう形の中でやれば、議長としては本

当に発言させたいです。ただ、この26人議員の中

で、やっぱり決まり事は決まり事として今後とも

気をつけていただきたいと思います。

保健福祉部長。

〇保健福祉部長（花山俊春） 福祉対策について、

市長答弁に補足説明させていただきます。

まず、ご質問の１点目、在宅介護者の把握につ
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いてであります。平成25年３月時点での介護認定

者数の合計は3,342人となっておりまして、その

うち施設入所が942名であることから、2,400人が

在宅介護者ということになりますが、そのうち実

際に介護保険サービスを利用している方は

1,860人となっております。

また、議員ご指摘のような在宅介護で生じる問

題については、地域包括支援センター等の相談業

務を通じて把握しているほか、困難事例等につき

ましては地域ケア会議の中で情報共有し、検討を

行っております。

次に、ご質問の４点目、介護前の認知症対策へ

の取り組みについてであります。認知症について

は、現在の医学では残念ながら完治が見込めませ

んが、進行の度合いをおくらせることは最新の医

学により可能となってきております。介護保険制

度では、要介護状態となることを防ぐための１次

予防を対象とした介護予防教室を実施しており、

認知症高齢者の早期発見や危険防止の一助となっ

ていただけるよう、65歳以上の方々を対象に認知

症サポーター養成講座を実施しております。現在

1,163名の方が、この講座を受講し、認知症サポ

ーターとして登録されております。

また、各地域の在宅介護支援センターを活用し

て認知症予防の介護セミナーなども実施しており

まして、認知症の早期発見、早期治療、予防を図

、 、るとともに 市民の皆様が認知症を正しく理解し

ともに住みなれた地域で安心安全に生活していた

だけるよう努めてまいりたいと考えております。

次に、ご質問の５点目、特養施設の入所者と入

所待機者数の把握についてであります。現在むつ

市内に特別養護老人ホームは地域密着型を含める

と８カ所ございますが、入所者数については定員

が378人で、ほぼ満床となっております。施設入

所の申し込みは利用者、またはその家族が直接施

設にするため、特別養護老人ホームの待機者数の

最新の状況は把握できませんが、平成24年度に施

設側に照会して集計したところでは、真に入所が

必要と判断される現在在宅の待機者数は96名とな

っております。

次に、ご質問の６点目、入所待機者の入所先送

りと即日入所についてです。特別養護老人ホーム

への入所については、介護保険制度が導入されて

から、利用者側と施設側とのいわゆる直接契約制

になり、入所決定は施設側が行うことになりまし

た。そのため、入所順番については直接市が関与

できることではありませんし、議員ご指摘のよう

な縁故者等を優先的に入所させているという情報

もつかんではおりません。入所順位の決定は、そ

れぞれの施設において、青森県で定めた介護老人

福祉施設入所指針に基づいて施設で開催する入所

判定委員会で公正に判定しているはずでありまし

て、入所の必要性の高い要介護者から優先的に入

所されているものと考えております。

次に、ご質問の７点目、訪問看護と終末医療に

ついてでありますが、終末医療体制については、

地域ごとの医療体制や家族の支援体制の有無で大

きく左右されることになると思います。介護保険

サービスで対応できるものとしては、訪問看護サ

ービスがあります。このサービスは、自宅で療養

が必要な方に対し、医師の指示に基づいて看護師

等が療養上の世話や必要な診療の補助を行うもの

で、その事業所は現在市内に６カ所ございます。

しかしながら 終末期になりますと 24時間365日、 、

の支援体制が必要となってくることから、実情と

しては家族の介護力不足や訪問診療する医師の不

足などから病院や施設で最期を迎える方の割合が

多くなっているのが現状でありますので、ご理解

を賜りたいと存じます。

〇議長（山本留義） これで東健而議員の質問を終

わります。
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◎散会の宣告

〇議長（山本留義） 以上で本日の日程は全部終わ

りました。

なお、明９月７日及び８日は休日のため休会と

し、９月９日は工藤孝夫議員、佐々木隆徳議員、

池光弘議員、鎌田ちよ子議員の一般質問を行い

ます。

本日はこれで散会いたします。

午後 ３時２７分 散会
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